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tion which attracts attention to an event as appropriate after confirming whether or not
the event has occurred. A communication unit receives vehicle information related to
the behavior o f the vehicle and image information wmch includes an image picked up
by the vehicle and delivers to the vehicle alert information which attracts attention to
the occurrence o f the event. A control unit determines on the basis o f the vehicle infor
mation or weather information whether or not t o request from the vehicle a transmis
sion o f the image information, and in the case o f requesting transmission o f the image
information, the control unit requests fixim the vehicle the transmission of an image.

レ10'
I (57) 要約：事象に対す る注意 を喚起す る注意喚起情報 を、事象が発生 し

| ているか否か を状況に応 じて確認 した後 に配信す る ことがで きる情報
配信装置 を提供す る。通信部 は、車両の挙動に関す る車両情報及び車
両が撮影 した画像 を含む画像情報 を受信 し、事象の発生に対す る注意
を喚起 す る注意喚起情報 を車両 に配信す る。制御部 は、画像情報の送
信 を車両に要求す るか否か を、車両情報又 は気象情報 に基 づいて判 断
し、画像情報の送信 を要求す る場合、車両に画像の送信 を要求す る。
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明 細 書

発 明 の 名 称 情 報 配 信 装 置

技 術 分 野

0 0 0 1

本 発 明 は 、 車 両 の撮 像 部 で撮 影 され た 画 像 を含 む 画 像 情 報 と、 車

両 の挙 動 に関 す る車 両 情 報 と、気 象 情 報 の うち の 少 な く と も一 つ に

基 づ いて 、事 象 に対 す る注 意 を喚 起 す る注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信

す る情 報 配 信 装 置 に関 す る。

0 0 0 2

また 、 本 発 明 は 、外 部 サ ーバ に記 憶 され た 特 定 位 置 にお け る事 象

の状 況 に関 す る特 定 位 置 情 報 を車 両 に配 信 す る情 報 配 信 装 置 に関 す

る。

背 景技 術

0 0 0 3

従 来 、気 象 （例 え ば 、積 雪 ） や 交 通 事 故 の よ うな 事 象 の発 生 の注

意 を喚 起 す るた め の注 意 喚 起 情報 を車 両 に配 信 す る情 報 配 信 装 置 が

提 案 され て い る （例 え ば 、特 許 文 献 1 ， 2 ) 。 この よ うな 情 報 配 信

装 置 は 、事 象 の種 類 及 び事 象 の発 生位 置 に関 す る事 象 情 報 を、 事 象

を検 出 した 車 両 又 は事 象 情 報 を有 す る外 部 サ ー バ （例 え ば 、気 象 情

報 提 供 サ ー バ 、道 路 交 通 情 報 提 供 サ ー バ ） か ら受 信 し、 受 信 した事

象 情 報 に基 づ い て 、注 意 喚 起 情 報 を事 象 の発 生位 置 付 近 の 車 両 に配

信 す る。

0 0 0 4

また 、外 部 サ ー バ か ら各 種 情 報 を取 得 し、 取 得 した 情 報 に基 づ い



て 必 要 な 情 報 を車 両 に配 信 す る情 報 配 信 装 置 が 提 案 され て い る （例

え ば 、特 許 文 献 3 ， 4 ) 。 こ の よ う な 情 報 配 信 装 置 で は 、 所 定 の地

域 （例 え ば、 神 戸 市 ） 内 の複 数 の特 定 位 置 （例 え ば 、三 宮 、元 町 、

兵 庫 ） にお け る事 象 （例 え ば 、 天 候 、事 故 、 障 害 物 ） の 状 況 に関 す

る複 数 の特 定 位 置 情 報 か ら構 成 され る地 域 情 報 を事 象 の種 類 ご とに

取 得 し、地 域 情 報 か ら各 特 定 位 置 情 報 をそ れ ぞ れ 抽 出 し、 対 応 す る

車 両 に特 定 位 置 情 報 をそ れ ぞ れ 送 信 して い る。

先 行 技 術 文 献

特 許 文 献

0 0 0 5

特 許 文 献 1 ：特 開 2 0 0 7 一 1 0 1 4 1 8 号 公 報

「特 許 文 献 2 ：特 開平 o ― 2 8 2 5 9 5 号 公 報

特 許 文 献 3 ：特 開 2 0 0 7 一 1 0 2 4 2 4 号 公 報

「特 許 文 献 4 ：特 開平 1 1 一 1 4 2 9 9 号 公 報

発 明 の概 要

発 明 が 解 決 しよ う とす る課

0 0 0 6

注 意 喚起 情報 の緊 急 な 配 信 が要 求 され るか 否 か は 、事 象 の種 類 に

基 づ いて 決 定 され る。 例 え ば、事 象 が 交 通 事 故 等 の交 通 情 報 に関 す

る場 合 には 、注 意 喚 起 情 報 の 緊 急 な 配 信 が 要 求 され るが 、事 象 が積

雪 等 の気 象 に関 す る も の で あ る場 合 に は、必 ず しも注 意 喚 起 情 報 の

緊 急 な 配 信 が 要 求 され ず 、事 象 情 報 が 事 象 の発 生位 置 の現 在 の 状 況

を正 確 に反 映 して い るか 否 か の 検 証 を行 う こ とが要 求 され る。 しか

しな が ら、従 来 の情 報 配 信 装 置 で は、 注 意 喚 起 情 報 の緊 急 な 配 信 が

要 求 され て いな い場 合 で も事 象 情 報 が 事 象 の発 生位 置 の現 在 の 状 況



を正 確 に反 映 して い るか否 か の検 証 が 行 わ れ て いな レ

0 0 0 7

ま た 、 車 両 側 で事 象 の種 類 を判 定 せ ず 、 車 両 速 度 、加 速 度 、 ブ レ

ー キ 操 作 等 の 車 両 の挙 動 に関 す る車 両 情 報 が 車 両 か ら情 報 配 信 装 置

に送 信 され る場 合 、 情 報 配 信 装 置 が 車 両 情 報 か ら事 象 の種 類 を判 定

す る の が 困難 で あ る。 一方 、 情 報 配 信 装 置 が 気 象 情 報 を外 部 サ ー バ

か ら受 信 し、 情 報 配 信 装 置 が 気 象 情 報 を車 両 に配 信 す る とき に は、

情報 配 信 装 置 の気 象 情 報 受 信 時 点 と気 象 情 報 配 信 時 点 との 間 に タイ

ム ラ グが あ る場 合 、気 象 情 報 が 気 象 情 報 配 信 時 点 にお け る実 際 の気

象 を正 確 に反 映 しな い ことが あ る。

0 0 0 8

さ らに、発 生 した事 象 を正 確 に判 断 す るた め に、 車 両 の撮 像 部 で

撮影 され た 画 像 を含 む 画 像 情 報 が 車 両 情 報 と と もに車 両 か ら情 報 配

信 装 置 に送 信 され る場 合 、 画 像 情報 の容 量 が 大 き く、 か つ 、 車 両 と

情報 配 信 装 置 との 間 の ネ ッ トワー ク の通 信 容 量 に限 界 が あ る。 した

が って 、 これ ら画 像 情 報 及 び 車 両 情 報 が 車 両 か ら情 報 配 信 装 置 まで

到達 す る時 間 が 長 くな る。

0 0 0 9

一 方 、外 部 サ ー バ に記憶 され た特 定 位 置 にお け る事 象 の状 況 に関

す る特 定 位 置 情報 を車 両 に配 信 す る従 来 の情 報 配 信 装 置 で は 、外 部

サ ー バ や 車 両 か ら収 集 した 各 種 情 報 又 は収 集 した 各 種 情 報 か ら抽 出

した 必 要 な 情 報 を各 車 両 に配 信 す る こ とが で き るが 、 情 報 配 信 の 夕

イ ミ ン グ につ いて は特 に考 慮 され て いな い。 一 例 を挙 げ る と、 ユ ー

ザ （例 え ば、 車 両 の ドライ バ ー ） は 、事 象 の発 生 に関 す る何 らか の

情 報 を情 報 配 信 装 置 か ら取 得 す る際 に、事 象 発 生 前 よ り事 象 発 生 後

の方 が 多 くの 情 報 を得 た い と考 え る。 事 象 の 一 つ で あ る事 故 の発 生

を考 え た 場 合 、事 故 発 生前 後 で は道 路 の状 況 が 大 き く異 な るの で 、



ユ ーザ が事 故 発 生 の影 響 を知 る こ とは 、ユ ー ザ が 道 路 を選 択 し又 は

到 着 時 刻 を知 る上 で非 常 に重 要 で あ る。 しか しな が ら、従 来 の配 信

装 置 で は、事 故 発 生 によ りユ ーザ が多 くの 情 報 を得 る こ と を要 求 し

て い る点 につ いて 考 慮 され て いな い。 す な わ ち 、事 故 発 生 後 の よ う

に状 況 が 刻 一 刻 と変 化 す る よ うな 場 合 に状 況 の変 化 を リアル タイ ム

に通 知 で きな い とい う不 都 合 が あ る。

0 0 1 0

また 、外 部 サ ー バ に記 憶 され た特 定 位 置 にお け る事 象 の状 況 に関

す る特 定 位 置 情 報 を車 両 に配 信 す る従 来 の 情 報 配 信 装 置 で は 、 一 つ

の 特 定 位 置 情報 を抽 出す るた め に一 つ の 特 定 位 置 情 報 よ りも著 し く

情 報 量 の多 い複 数 の地 域 情 報 を複 数 の外 部 サ ー バ に要 求 して い る。

例 え ば 、 情 報 配 信 装 置 が 三 宮 の特 定 位 置 情 報 を取 得 す る場 合 、 神 戸

市 の天 気 に関 す る天 気 情 報 を天 気 情報 セ ン 夕か ら取 得 し、 神 戸 市 の

交 通 に関 す る交 通 情 報 を交 通 情報 セ ン 夕か ら取 得 し、 これ ら天 気 情

報 及 び交 通 情 報 か ら三 宮 の特 定 位 置 情 報 を抽 出 して い る。 した が つ

て 、 この よ うに情 報 量 の 多 い複 数 の地 域 情 報 を取 得 す る こ とに よ り

、 情報 配 信 装 置 の負 荷 が 大 き くな る と い う不 都 合 が あ った 。 こ の よ

うな不 都 合 は 、事 故 発 生 後 の よ うに状 況 が 刻 一 刻 と変 化 す るた め に

ユ ーザ の情 報 要 求 頻 度 が 高 くな る場 合 に顕 著 にな る。

0 0 1 1

本 発 明 の 目的 は 、事 象 に対 す る注 意 を喚 起 す る注 意 喚 起 情 報 を、

事 象 が 発 生 して い るか 否 か を状 況 に応 じて 確 認 した後 に配 信 す る こ

とが で き る情 報 配 信 装 置 を提 供 す る こ とで あ る。

0 0 1

本 発 明 の他 の 目的 は 、特 定 位 置 にお け る事 象 の状 況 に関 す る特 定

位 置 情 報 の取 得 の必 要 性 が 高 くな る に従 って 外 部 サ ー バ に対 す る特

定 位 置 情 報 の要 求 頻 度 を高 くす る ことが で き る情 報 配 信 装 置 を提 供



す る こ とで あ る。

課 題 を解 決 す るた め の 手 段

0 0 1 3

本 発 明 によ る情 報 配 信 装 置 は 、 車 両 の撮 像 部 で撮 影 され た 画 像 を

含 む画 像 情 報 と、車 両 の挙 動 に関 す る車 両 情報 と、 気 象 情 報 の うち

の少 な く と も一 つ に基 づ い て 、事 象 に対 す る注 意 を喚 起 す る注 意 喚

起 情 報 を車 両 に配 信 す る情 報 配 信 装 置 で あ って 、 前 記 車 両 情 報 と前

記 気 象 情 報 の うち の少 な く と も一 つ を取 得 す る第 1 情 報 取 得 部 と、

前 記 第 1 情 報 取 得 部 が 取 得 した 前 記 車 両 情 報 と前 記 気 象 情 報 の うち

の少 な く と も一 つ に基 づ い て 、 前 記 画 像 情 報 の送 信 を車 両 に対 して

要 求 す るか 否 か を判 定 す る画 像 送 信 要 求 判 定 部 と、 前 記 画 像 送 信 要

求 判 定 部 が 前 記 画 像 情 報 の 送 信 を要 求 す る と判 定 した 場 合 、 前 記 画

像 情 報 の 送 信 要 求 を車 両 に対 して 出 力 す る出 力部 と、 前 記 画 像 情 報

の送 信 要 求 に応 じた 車 両 か ら前 記 画 像 情 報 を取 得 す る第 2 情 報 取 得

部 と、 前 記 第 2 情 報 取 得 部 が 取 得 した 画 像 情報 に基 づ いて 、 前 記 注

意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す るか 否 か を判 定 す る注 意 喚 起 情 報 配 信 判

定 部 と、 前 記 注 意 喚 起 情 報 配 信 判 定 部 が 前 記 注 意 喚 起 情 報 を車 両 に

配 信 す る と判 定 した場 合 、 前 記 注 意 喚 起 情報 を車 両 に配 信 す る第 1

注 意 喚 起 情 報 配 信 部 と、 を有 す る こ と を特 徴 とす る。

0 0 1

本 発 明 に よ る情 報 配 信 装 置 は、外 部 サ ー バ に記 憶 され た特 定 位 置

にお け る事 象 の状 況 に関 す る特 定 位 置 情 報 を車 両 に配 信 す る情 報 配

信 装 置 で あ って 、事 象 の発 生位 置 に関 す る事 象 情報 を車 両 と外 部 サ

ー バ の うち の 少 な くと も一 方 か ら取 得 す る事 象 情報 取 得 部 と、 前 記

事 象 情報 取 得 部 で取 得 した事 象 の発 生位 置 に基 づ いて 、 前 記 外 部 の

サ ー バ に記 憶 され た 前 記 特 定 位 置 情 報 を取 得 す る特 定 位 置 情 報 取 得



部 と、 を有 し、 前 記 特 定 位 置 情 報 取 得 部 は 、 前 記 事 象 情 報 取 得 部 に

よ る前 記 事 象 情 報 取 得 後 の 前 記 外 部 サ ー バ に対 す る特 定 位 置 情 報 の

要 求 頻 度 を、 前 記 事 象 情 報 取 得 部 に よ る前 記 事 象 情 報 取 得 前 よ り高

くす る こ と を特 徴 とす る。

発 明 の効 果
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本 発 明 の 情 報 配 信 装 置 によれ ば 、 車 両 情 報 と気 象 情 報 の う ち の 少

な く と も一 つ に基 づ いて 、画 像 情 報 の 送 信 を車 両 に対 して 要 求 す る

と判 定 した 場 合 、画 像 情 報 の 送 信 要 求 を車 両 に対 して 出 力 し、 画 像

情 報 の送 信 要 求 に応 じた 車 両 か らの画 像 情 報 に基 づ いて 、 前 記 注 意

喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す るか 否 か を判 定 す る。 した が って 、注 意 喚

起 情報 を、事 象 が 発 生 して い るか 否 か を状 況 に応 じて 確 認 した 後 に

配 信 す る こ とが で き る。
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本 発 明 の他 の情 報 配 信 装 置 に よれ ば 、事 象 情 報 取 得 後 の外 部 サ ー

バ に対 す る特 定 位 置 情 報 の要 求 頻 度 を、事 事 象 情 報 取 得 前 よ り高 く

して い る の で 、 特 定 位 置 にお け る事 象 の状 況 に関 す る特 定 位 置 情 報

の取 得 の必 要 性 が 高 くな る に従 って外 部 サ ー バ に対 す る特 定 位 置 情

報 の要 求 頻 度 を高 くす る ことが で き る。

図 面 の簡 単 な 説 明
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図 1 A は 、 本 発 明 に よ る情 報 配 信 装 置 を含 む 全 体 シ ス テ ム の 中 の

車 両 を示 す 図 で あ る。

図 1 B は 、 本 発 明 によ る情 報 配 信 装 置 を含 む 全 体 シ ス テ ム の 中 の

セ ン夕 を示 す 図で あ る。



図 1 C は 、 本 発 明 に よ る 情 報 配 信 装 置 を 含 む 全 体 シ ス テ ム の 中 の

外 部 サ ー バ を 示 す 図 で あ る 。

図 2 A 、 図 2 B 及 び 図 2 C は 、 事 象 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

図 3 A 、 図 3 B 及 び 図 3 C は 、 特 定 位 置 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ

る 。

図 4 は 、 図 1 A の ド ラ イ ブ レ コ ー ダ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

図 5 は 、 図 1 A の ナ ビ ゲ ー シ ヨ ン 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

図 6 は 、 図 1 B の セ ン タ 及 び 図 1 C の 外 部 サ ー バ の 制 御 部 の ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

図 7 は 、 注 意 喚 起 情 報 の 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。

図 8 は 、 注 意 喚 起 解 除 情 報 の 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。

図 9 A 及 び 図 9 B は 、 シ ス テ ム 動 作 の 一 例 の フ ロ ー チ ャ ー トで あ

る 。

図 1 0 は 、 注 意 喚 起 情 報 の 配 信 の 基 準 の 一 例 を 説 明 す る た め の 図

で あ る 。

図 1 1 A 及 び 図 1 1 B は 、 回 避 情 報 の 表 示 の 一 例 を 示 す 図 で あ る

図 1 2 A 及 び 図 1 2 B は 、 シ ス テ ム 動 作 の 他 の 例 の フ ロ ー チ ヤ 一

トで あ る 。

図 1 3 A 及 び 図 1 3 B は 、 シ ス テ ム 動 作 の 他 の 例 の フ ロ ー チ ヤ 一

トで あ る 。

図 1 4 A 及 び 図 1 4 B は 、 シ ス テ ム 動 作 の 他 の 例 の フ ロ ー チ ヤ 一

トで あ る 。

図 1 5 は 、 検 出 事 象 と 要 求 頻 度 と の 関 係 を 表 す テ ー ブ ル の 一 例 を

示 す 図 で あ る 。

図 1 6 A 及 び 図 1 6 B は 、 シ ス テ ム 動 作 の 他 の 例 の フ ロ ー チ ヤ 一

卜で あ る 。



発 明 を実 施 す るた め の 形 態
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以 下 、本 発 明 に係 る実 施 の 形 態 を、 図 面 を参 照 して 詳 細 に説 明 す

る。 な お 、本 発 明 の技 術 的 範 囲 は これ らの実 施 の形 態 に限 定 され ず

、特 許 請 求 の 範 囲 に記 載 され た 発 明 とそ の均 等 物 に及 ぶ 。 また 、本

発 明 の趣 旨 を逸 脱 しな い範 囲 にお いて 種 々 の変 更 を付 加 した 形 態 で

実 施 す る こ と も可 能 で あ る。
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図 1 A は 、 本 発 明 によ る情 報 配 信 装 置 を含 む 全体 シス テ ム の 中 の

車 両 を示 す 図 で あ り、 図 1 B は 、 当該 シス テ ム の 中 のセ ン夕 を示 す

図 で あ り、 図 1 C は 、 当該 シス テ ム の 中 の外 部 サ ー バ を示 す 図 で あ

る。

車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 , . . . ， 1 0 0 — n は 、 後 に詳 細

に説 明 す る よ う に、 イ ン夕一 ネ ッ ト接 続 プ ロバ イ ダ 2 0 0 を介 して

イ ンタ ー ネ ッ ト 3 0 0 に接 続 す る こ とが で き、W e b 上 の 情 報 配 信

装 置 と して の セ ン夕 4 0 0 に ア クセ ス 可 能 に構 成 され て い る。 また

、セ ン夕 4 0 0 は 、 複 数 の車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ， . . . ,

1 0 0 _ n を 同 時 に制御 す るた め に、イ ン夕一 ネ ッ ト 5 0 0 を介 し

て外 部 サ ー バ 6 0 0 , 7 0 0 , 8 0 0 か ら入 手 した 各 種 情 報 を内部

デ — 夕 ベ ー ス に記 録 し、 車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 , . . . , 1

0 0 _ n に対 して 各 種 情 報 を配 信 で き る よ うに構 成 され て い る。

0 0 2 0

車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 — n に は 、 第 1 力

メ ラ 1 一 1 , 1 — 2 ， . . . , 1 - , 第 2 カ メ ラ 2 — 1 , - 2

, . . . ， 2 — n 、 G P S ( Gl oba l Po s i t i on i ng Sys t em ；全 地 球

測 位 シス テ ム ） 受 信 機 3 — 1 , 3 — 2 ， . . , 3 — n 等 と接 続 され

た ドライ ブ レコー ダ 4 一 1 , 4 _ 2 ， . . . , 4 一 n が そ れ ぞ れ 搭



載 され て い る。 ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 ， 4 — 2 ， . . . ， 4 - n

は 、 A C C ス ィ ッチ が O N の 間 に、 第 1 カ メ ラ 1 一 1 ， 1 — 2 , .

. . , 1 — n 及 び 第 2 カ メ ラ 2 — 1 , - 2 , . . . , 2 — n で 撮

像 した 画 像 デ ー タ を第 2 R A M 5 — 1 , 5 — 2 ， . . . ， 5 — n に

常 時 記 録 し、第 2 R A M 5 — 1 ， 5 — 2 ， . . · , 5 — n に記 録 さ

れ た 画 像 デ 一 夕 を所 定 の 単位 （例 え ば 、 フ ァイ ル 単 位 ） ご とに、 ィ

ンタ ー フ ェイ ス （I Z F ) 6 — 1 ， 6 — 2 ， . · , 6 _ n に挿 入 さ

れ た メモ リカ ー ド 7 — 1 , 7 — 2 ， . . . ， 7 — n に書 き込 む 。 ま

た 、 ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 , 4 — 2 ， . . . ， 4 _ n は そ れ ぞ れ

、 信 号 処 理 装 置 8 _ 1 ， 8 — 2 , . . . ， 8 — n と接 続 され た 通 信

部 9 — 1 , 9 — 2 ， . . . ， 9 — n を介 して 、 イ ンター ネ ッ ト接 続

プ ロバ イ ダ 2 0 0 との 通 信 が 可 能 にな る。 した が って 、 車 両 1 0 0

— 1 , 1 0 0 — 2 , . . . , 1 0 0 — n の 信 号 処 理 装 置 8 — 1 ， 8

- , . . . , 8 — n 及 び 又 は ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 ， 4 — 2

， . . . ， 4 — n と、 セ ン夕 4 0 0 は 、 相 互 に、画 像 デ 一 夕等 を含

む 情 報 デ ー タ の送 受 信 を行 え るよ うに構 成 され て い る。 信 号 処 理 装

置 8 — 1 ， 8 — 2 ， . . . , 8 — n 及 び 通 信 部 9 — 1 ， 9 — 2 ， .

. . , 9 — n はそ れ ぞ れ 、 C P U 、 R 〇 M 、 R M A 等 を含 ん で 構 成

され 、 デ 一 夕変 換 、 デ ー タ圧 縮 等 の信 号 処 理 、 ドライ ブ レコー ダ 4

— 1 , 4 — 2 ， . . . ， 4 — n とセ ン夕 4 0 0 との 間 の画 像 デ ー タ

等 を含 む 情報 デ ー タ の送 受 信 等 の処 理 を行 う。 な お 、 通 信 部 9 一 1

， 9 — 2 ， . . . , 9 一 n を、 携 帯 電 話 の よ うな携 帯 端 末 によ って

構 成 す る こ と もで き る。
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車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 — n の ドライ ブ レ

コー ダ 4 — 1 ， 4 — 2 , . . . ， 4 — n は そ れ ぞ れ 、 G P S 受 信 機

3 — 1 ， 3 — 2 ， . . , 3 — n に よ って 取 得 した現 在 位 置 情 報 を、



セ ン夕 4 0 0 へ 情 報 デ ー タ の 一部 と して所 定 時 間 間 隔 で 送 信 して い

るの で 、 セ ンタ 4 0 0 側 で は、逐 次 各 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2

， . . . ， 1 0 0 — n の現 在 位 置 を把 握 す る こ とが で き る。 また 、

車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 — n の ドライ ブ レコ

ー ダ 4 一 1 ， 4 — 2 , . . . ， 4 _ n は そ れ ぞ れ 、事 象 の 種 類 （例

え ば 、事 故 や 災 害 の発 生 、 天候 及 び 障 害 物 ） 及 び 事 象 の発 生位 置 に

関 す る事 象 情 報 を、現 在 位 置 情 報 、 時 刻 情 報 及 び 後 に詳 細 に説 明 す

る重 加 速 度 情 報 に基 づ いて 作 成 し、作 成 され た事 象 情 報 をセ ン夕 4

0 0 に送 信 す る。 な お 、 車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ， . . . , 1

0 0 — n の ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 , 4 一 2 ， . . . , 4 — n はそ

れ ぞ れ 、事 象 情 報 を作 成 す る代 わ りに、 車 両 速 度 、加 速 度 、 ブ レー

キ操 作 等 の 車 両 の挙 動 に関 す る車 両 情 報 を作 成 し、作 成 され た 車 両

情 報 をセ ン夕 4 0 0 に送 信 し、セ ンタ 4 0 0 が 事 象 情 報 を車 両 情 報

に基 づ いて 作 成 す る こ と もで き る。
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図 2 A 、 図 2 B 及 び 図 2 C は 、事 象 情 報 の 一 例 を示 す 図 で あ る。

事 象 情 報 は 、事 象 が 発 生 す る度 に作 成 され 、 図 2 A に示 す 例 で は、

2 0 1 0 年 2 月 2 1 日 1 8 時 1 2 分 3 7 秒 に三 宮 で 積 雪 が 発 生 した

こと を知 らせ る事 象 情 報 を示 し、 図 2 B に 示 す 例 で は 、 2 0 1 0 年

2 月 1 日 1 8 時 3 4 分 1 5 秒 に三 宮 で 交 通 事 故 が 発 生 した こ と を

知 らせ る事 象 情 報 を示 し、 図 2 C に示 す 例 で は 、 2 0 1 0 年 2 月 2

1 日 1 6 時 5 3 分 1 1 秒 に元 町 で 障 害 物 が 発 生 した こ と を知 らせ る

事 象 情 報 を示 す 。
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また 、 セ ン夕 4 0 0 側 が 車 両 を特 定 して 画 像 送 信 要 求 す る場 合 に

は 、 該 当車 両 の ドライ ブ レコー ダ 2 に記 録 した 画 像 デ ー タ をセ ン夕

4 0 0 に 送 信 す る こと もで き る。 また 、 車 両 が 事 故 等 に遭 遇 した 場



合 に は、 自動 的 に該 当 車 両 の ドライ ブ レコー ダ 2 に記 録 され た 画 像

デ ー タ をセ ン夕 4 0 0 に送 信 す る よ うに構 成 す る こ と も可 能 で あ る
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車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 , . . . , 1 0 0 — n に は 、 G P S

受 信 機 3 _ 1 ， 3 - 2 , . . , 3 _ n 等 と接 続 され た ナ ビゲ 一 シ ョ

ン装 置 1 0 — 1 ， 1 0 — 2 , . . . ， 1 0 — n もそ れ ぞ れ 搭 載 され

て い る。 ナ ビゲ ー シ ヨ ン装 置 1 0 — 1 ， 1 0 — 2 ， . . . ， 1 0 -

n は 、 地 図 デ ー タデ ー タ ベ ー ス か ら地 図デ ー タ を読 み 出 し、 地 図 デ

一 夕上 で 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 — n の 走 行

経 路 を探 索 す る。 ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 — 1 , 1 0 — 2 ， . . .

, 1 0 _ n もそ れ ぞ れ 、 信 号 処 理 装 置 8 — 1 , 8 — 2 , . . . , 8

_ n と接 続 され た 通 信 部 9 一 1 ， 9 — 2 ， . . . , 9 — n を介 して

、 イ ンター ネ ッ ト接 続 プ ロバ イ ダ 2 0 0 との 通 信 が 可 能 にな る。 し

た が って 、 車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 — n の 信

号 処 理 装 置 8 — 1 , 8 — 2 ， . . . ， 8 — n 及 び 又 はナ ビゲ ー シ

ヨン装 置 1 0 — 1 ， 1 0 — 2 ， . . . ， 1 0 — n と、 セ ン夕 4 0 0

は 、 相 互 に、 走 行 経 路 に関 す る走 行 経 路 情 報 等 を含 む 情 報 デ ー タ の

送 受 信 を行 え る よ うに構 成 され て い る。 信 号 処 理 装 置 8 — 1 ， 8 —

2 . . . . , 8 — n 及 び 通 信 部 9 — 1 ， 9 — 2 , . . . , 9 _ n は

そ れ ぞ れ 、 ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 — 1 , 1 0 — 2 ， . . . ， 1 0

一 n とセ ン夕 4 0 0 との 間 の走行 経 路 情報 等 を含 む 情 報 デ ー タ の 送

受 信等 の処 理 も行 う。
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図 1 A に示 す ドライ ブ レコー ダ 4 一 1 ， 4 — 2 ， . . . ， 4 - n

、 信 号 処 理 装 置 8 — 1 ， 8 - 2 , . . . ， 8 — n 、 通 信 部 9 — 1 ，

9 — 2 ， . . . , 9 — n 及 び ナ ビゲ ー シ ヨ ン装 置 1 0 — 1 , 1 0 —



2 ， . . . ， 1 0 — n は そ れ ぞ れ 、 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ,

. . . ， 1 0 0 — n 側 の デ ー タ送 信 シス テ ム と して 機 能 す る。 な お

、本 実 施 形 態 で は、 ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 ， 4 一 2 ， . . . ， 4

- , 信 号 処 理 装 置 8 — 1 ， 8 — 2 , . . . , 8 — n 、 通 信 部 9 —

1 , 9 - 2 , . . . , 9 _ n 及 び ナ ビゲ 一 シ ヨン装 置 1 0 — 1 ， 1

0 — 2 , . . . , 1 0 — n は別 体 と して 記 載 した が 、 これ らを一 体

的 に構 成 して も良 い。 また 、 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ， . . .

， 1 0 0 — n は 、 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ， . . . ， 1 0 0 — n を

省 略 す る こ と もで き る。
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イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 プ ロバ イ ダ 2 0 0 は 、 複 数 の基 地 局 2 0 1 と

接 続 され た 移 動 通 信 網 2 0 2 を有 して お り、移 動 通 信 網 2 0 2 と接

続 され た ゲ ー トウェ イ 2 0 3 を介 して イ ンター ネ ッ ト 3 0 0 へ の 接

続 サ ー ビス を提 供 す る。
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セ ン 夕 4 0 0 は 、 制御 部 4 0 1 、 イ ン夕 一 ネ ッ ト 3 0 0 , 5 0 0

と接 続 す るた め のル ー 夕 の よ うな 通 信 部 4 0 2 、 ユ ー ザ プ ロ フ アイ

ル 情 報 を記 録 す るた め の ユ ー ザ プ ロ フ ァイ ル 情 報 記 録 部 4 0 3 、 画

像 デ ー タ 、 走行 経 路 情報 等 を含 む コ ンテ ンッ情 報 を記 録 す る た め の

コ ンテ ンツ情 報 記 録 部 4 0 4 、選 択 履 歴 情 報 を記 録 す るた め の コ ン

テ ン ッ選 択 履 歴 情報 記 録 部 4 0 5 等 を有 し、そ れ ぞ れ が L A N 4 0

6 に よ り相 互 にテ 一 夕の 送 受 信 を行 え る よ うに構 成 され て い る。
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制 御 部 4 0 1 は 、 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ等 よ り構 成 され 、後 に

詳 細 に説 明 す るよ うに、 C P U , R A M R 〇 M 、 キ ー ボ ー ド及 び

マ ウス 等 を含 む操 作 部 、液 晶 デ ィス プ レイ 等 を含 む 表 示 部 、 ハ ー ド

デ ィス ク等 のデ ー タ記 録 部 等 を含 ん で構 成 され て い る。 制御 部 4 0



1 は 、 車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 , . . . , 1 0 0 — η 又 は外 部

サ ー バ 6 0 0 — 1 ， 6 0 0 — 2 ， . . . , 6 0 0 — η か ら受 信 した

情報 に基 づ いて 、 各 種 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 , . . .

， 1 0 0 _ η へ 配 信 す る。 また 、 セ ン夕 4 0 0 は 、 所 定 の タイ ミ ン

グで 、 イ ンタ ー ネ ッ ト 5 0 0 を介 して外 部 サ ー バ 6 0 0 ， 7 0 0 ,

8 0 0 の W e b サ イ トに ア クセ ス し、特 定 位 置 及 び特 定 位 置 にお け

る事 象 の状 況 に関 す る特 定 位 置 情 報 の よ うな 各 種 情 報 を取 得 して 、

コ ンテ ンツ情報 記 録 部 4 0 4 に蓄 積 す る。 また 、 セ ン夕 4 0 0 は 、

セ ン夕 4 0 0 に ア クセ ス す るユ ー ザ （例 え ば 、 車 両 1 0 0 — 1 ， 1

0 0 - 2 , . . . ， 1 0 0 - n ) に対 応 した ユ ー ザ プ ロ フ ァイ ル を

作 成 して ユ ー ザ プ ロ フ ァイ ル 情報 記 録 部 4 0 3 に記 録 す る と と もに

、ユ ー ザ との通 信 の た び に取 得 した 各 種 情 報 につ いて もユ ー ザ プ ロ

フ ァイ ル 情 報 記 録 部 4 0 3 に追 加 的 に記 録 す る。 さ らに、セ ンタ 4

0 0 は 、 セ ン夕 4 0 0 に ア クセ ス す るユ ー ザ が 選 択 した コ ンテ ンツ

情報 記 録 部 4 0 4 の 情 報 の履 歴 に関 す る コ ンテ ンツ選 択 履 歴 情 報 を

、 コ ンテ ン ツ選 択 履 歴 情 報 記 録部 4 0 5 に記 録 す る。
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本 実 施 の形 態 で は 、外 部 サ ーバ 6 0 0 は 、 交 通 情 報 セ ン夕 と して

機 能 し、 セ ン夕 4 0 0 と同様 に、 制御 部 6 0 1 、 通 信 部 6 0 2 、 ュ

— ザ プ ロ フ ァイ ル 情 報 記 録 部 6 0 3 、 コ ンテ ンツ情 報 記 録 部 6 0 4

、 コ ンテ ンツ選 択 履 歴 情 報 記 録 部 6 0 5 等 を有 し、 そ れ ぞ れ が L A

N 6 0 6 に よ り相 互 にテ 一 夕の送 受 信 を行 え る よ うに構 成 され て い

るが 、 コ ンテ ンツ 情 報 記 録 部 6 0 4 は 、 交 通 事 故 の よ うな 複 数 の事

象 にそ れ ぞ れ 対 応 す る複 数 の事 象 情 報 等 を含 む道 路 交 通 情 報 を コ ン

テ ンッ情 報 と して 記 録 す る。

0 0 3 0

本 実 施 の 形 態 で は 、外 部 サ ーバ 7 0 0 は 、 気 象 情 報 セ ン夕 と して



機 能 し、 セ ンタ 4 0 0 と 同様 に、 制御 部 7 0 1 、 通 信 部 7 0 2 、 ュ

一 ザ プ ロ フ ァイ ル 情 報 記 録 部 7 0 3 、 コ ンテ ンツ情 報 記 録 部 7 0 4

、 コ ンテ ンツ選 択 履 歴 情 報 記 録 部 7 0 5 等 を有 し、 そ れ ぞ れ が L A

N 7 0 6 に よ り相 互 にテ 一 夕 の 送 受 信 を行 え る よ うに構 成 され て い

るが 、 コ ンテ ンツ情 報 記 録 部 7 0 4 は 、積 雪 の よ うな 複 数 の事 象 に

そ れ ぞ れ 対 応 す る複 数 の事 象 情 報 等 を含 む気 象 情 報 を コ ンテ ン ッ情

報 と して 記 録 す る。

0 0 3 1

本 実 施 の 形態 で は 、外 部 サ ー バ 8 0 0 は 、 特 定 位 置 情 報 を提 供 す

る地 域 情 報 セ ン夕 と して機 能 し、 セ ン夕 4 0 0 と 同様 に 、 制御 部 8

0 1 、 通 信 部 8 0 2 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 情 報 記 録 部 8 0 3 、 コ ン

テ ン ッ情 報 記 録 部 8 0 4 、 コ ン テ ン ツ 選 択 履 歴 情 報 記 録 部 8 0 5 等

を有 し、そ れ ぞ れ が L A N 8 0 6 に よ り相 互 にテ 一 夕 の 送 受 信 を行

え るよ うに構 成 され て い る力、 コ ンテ ンツ情 報 記 録 部 8 0 4 は 、 特

定 位 置 情報 を コ ンテ ンツ情 報 と して 記 録 し、特 定 位 置 情 報 を記 憶 す

るデ ー タベ ー ス が 構 築 され て い る。
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図 3 A 、 図 3 B 及 び 図 3 C は 、 特 定 位 置 情 報 の一 例 を示 す 図 で あ

る。 特 定 位 置 情 報 は 、事 象 の有 無 に関 係 な く特 定 位 置 ご と に作 成 さ

れ 、 図 3 A に示 す 例 で は 、三 宮 に積 雪 及 び交 通 事 故 の事 象 が 存 在 す

る こ と を示 し、 図 3 B に示 す 例 で は、元 町 に障 害 物 の事 象 が存 在 す

る こ と を示 し、 図 3 C に示 す 例 で は 、兵 庫 に事 象 が 存 在 しな い こ と

を示 す 。
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図 4 は 、 図 1 A の ドライ ブ レコー ダ の ブ ロ ック 図 で あ る。 な お 、

図 4 に お いて 、 ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 に つ いて 説 明 す るが 、 ドラ

イ ブ レコー ダ 4 — 2 , 4 — 3 は 、 ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 と 同 一構



成 及 び 同 一 動 作 を有 す る の で 、 ドライ ブ レ コ ー ダ 4 一 2 ， 4 一 3 に

つ い て の 説 明 は 、 こ こ で は 省 略 す る 。

0 0 3 4

ドライ ブ レ コ ー ダ 4 一 1 は 映 像 記 録 専 用 の 装 置 と して 第 1 カ メ ラ

1 - 1 又 は 第 2 カ メ ラ 2 — 1 と分 離 して 構 成 す る こ と もで き る が 、

第 1 カ メ ラ 1 — 1 、 第 2 カ メ ラ 1 — 2 及 び マ イ ク ロ フ ォ ン 1 1 と 同

一 の 筐 体 内 に収 容 して 一 体 的 に構 成 して も よ い 。
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第 1 カ メ ラ 1 一 1 は 、 車 両 1 0 0 — 1 の 前 方 を撮 影 して ア ナ ロ グ

の ビデ オ 信 号 を 映 像 情 報 1 0 1 と して 出 力 す る よ う制 御 され 、 例 え

ば二 次 元 イ メ ー ジ セ ンサ と して C C D イ メ ー ジ セ ンサ （Cha rge Cou

p l ed Dev i c e I mage Senso r ) や C M O S ィ メ 一 ジセ ンサ ( Co p l eme

n t a r y Me t a l Ox i d e Sem i conduc t o r Image Senso r ) 力、ら構 成 され る
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第 2 カ メ ラ 1 — 2 は 、 2 台 目 の カ メ ラ と して 車 両 1 0 0 — 1 に 設

置 され 、 車 両 後 方 や 車 室 内 等 の 第 1 カ メ ラ 1 一 1 と異 な る方 向 を撮

影 して ア ナ ロ グ の ビデ オ 信 号 を 映 像 情 報 6 0 2 と して 出 力 す る よ う

制 御 され る 。 ま た 、 第 2 カ メ ラ 2 _ 1 も二 次 元 イ メ ー ジ セ ンサ と し

て C C D イ メ ー ジ セ ンサ や C M O S イ メ ー ジ セ ンサ か ら構 成 され る

。 な お 、 カ メ ラ を 1 台 の み 必 要 とす る場 合 に は 第 2 カ メ ラ 2 — 1 を

接 続 す る必 要 は な い。
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加 速 度 セ ンサ 1 2 は 、 車 両 1 0 0 — 1 に 加 わ る衝 撃 の 大 き さ を 重

力 加 速 度 と して 検 出 す る 、 い わ ゆ る G セ ンサ （Gr av i t y Acce l e r a t i

v e Senso r ) で 構 成 され る。 衝 撃 を受 け る とそ の 重 力 加 速 度 に基 づ

い た 電 流 を発 生 す る半 導 体 か らな り、 車 両 の 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向



の 重 力 加 速 度 の 大 き さ を 検 出 し、 重 力 加 速 度 情 報 1 0 3 を C P U (

Cen t r a l P roce s s i n g Un i t ) 1 3 - 1 へ 出 力 す る 。
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メ モ リカ ー ド 7 — 1 は 、 ドラ イ ブ レ コ ー ダ 4 _ 1 か ら 取 り外 し可

能 な 記 録 媒 体 で あ り、 プ ロ グ ラ ム 可 能 な 不 揮 発 性 半 導 体 メ モ リカ ー

ドで あ る C F カ ー ド （Compac t F l ash Ca rd) 、 S D カ ー ド （Secu r e

D i g i t a l Memo r y Ca rd) や メ モ リ ス テ ィ ッ ク 等 か ら構 成 さ れ る 。
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な お 、 本 実 施 形 態 で は 取 り外 し可 能 な 記 憶 媒 体 と して メ モ リカ ー

ドを 用 い て い る が 、 必 ず し も これ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 取 り

外 し可 能 な 他 の メ モ リカ ー ド 、 ハ ー ドデ ィ ス ク 等 を 利 用 す る こ と も

で き る 。 ま た 、 再 生 装 置 と し て 同 じ車 両 1 0 0 — 1 に 搭 載 さ れ た ナ

ピ ゲ 一 シ ヨ ン 装 置 1 0 — 1 を 利 用 す る こ と が で き る 。 そ の 場 合 に は

、 メ モ リカ ー ド 7 — 1 等 に 記 録 し た 画 像 デ ー タ を ハ ー ネ ス を 介 して

ナ ビ ゲ ー シ ヨ ン 装 置 1 0 — 1 に 送 信 す れ ば よ い 。
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マ イ ク ロ フ ォ ン 1 1 は 、 C P U 1 3 — 1 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 車

両 1 0 0 — 1 の 車 室 内 ま た は 車 外 の 音 声 を 集 音 し て 音 声 情 報 1 0 4

と し て C P U 1 3 _ 1 へ 送 信 す る よ う 構 成 さ れ る 。 音 声 情 報 1 0 4

は C P U 1 3 _ 1 内 の ア ナ ロ グ / デ ジ タ ル 変 換 器 で デ ジ タ ル 信 号 に

変 換 さ れ る 。 な お 、 道 路 上 の 騒 音 を 不 必 要 に 集 音 し な い よ う に 、 マ

イ ク 口 フ ォ ン の 正 面 の 感 度 が 高 い 単 一 指 向 性 マ イ ク ロ フ ォ ン を 用 い

る と よ い 。
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G P S 受 信 機 3 — 1 は 、 複 数 の G P S 衛 星 か ら衛 星 の 軌 道 と 、 衛

星 に 搭 載 さ れ た 原 子 時 計 か ら の 時 刻 デ ー タ を 含 む 電 波 信 号 を 受 信 し

、 受 信 し た 電 波 の 時 間 差 に よ り各 衛 星 と の 相 対 的 距 離 差 を 算 出 し て



現 在 地 情 報 を得 る。 3 個 の衛 星 の電 波 を捉 えれ ば地 球 上 の 平 面 で の

位 置 が 判 別 で き る。 G P S 受 信 機 3 — 1 は 、 か か る現 在 地 情 報 を検

出す る と、位 置 情 報 及 び時 刻 情 報 か らな る G P S 情 報 1 0 5 を C P

U 1 3 - 1 へ 送 信 す る。
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車 速 セ ンサ 1 4 は 、 車 両 1 0 0 — 1 の 車 輪 軸 に設 け られ た 口一 夕

一 の 回 転 を回 転 パ ル ス 信 号 1 0 6 と して 出 力 し、磁 気 セ ンサ また は

光 セ ンサ に よ り構 成 され る。 な お 、 C P U 1 3 — 1 は 車 速 セ ンサ 1

4 か ら受 信 す るパ ル ス 信 号 か ら単 位 時 間 当た りの 車 輪 回転 数 を算 出

す る こ とで 車 両 1 0 0 — 1 の 速 度 情 報 を算 出 して い る。
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I / F 6 - 1 は 、 ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 に設 け られ た メモ リ力

ー ド 7 — 1 の 差 込 口、 いわ ゆ るス ロ ッ ト部 を構 成 す る。 I F 6 —

1 は 、 ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 か ら送 信 され る画 像 デ ー タ等 を含 む

記 録 情 報 1 0 7 を 、 差 し込 まれ た メモ リカ ー ド 7 — 1 へ 記 録 す るデ

一 夕記 録 部 と して 機 能 す る。
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ビデ オ ス ィ ッチ （以 下 「ビデ オ S W 」 ） 1 5 は 、 複 数 の カ メ ラが

設 け られ る場 合 に撮 影 す るカ メ ラ を切 り換 え るた め の ス ィ ッチ で あ

る。 本 実 施 の 形態 で は 、第 1 カ メ ラ 1 — 1 及 び第 2 カ メ ラ 2 — 1 が

接 続 され 、 C P U 1 3 - 1 か らの選 択 信 号 1 0 8 に よ り一 方 の カ メ

ラが 選 択 され るよ う構 成 され て い る。 選 択 され た カ メ ラか らの 映 像

情 報 を選 択 映 像 情 報 1 0 9 と して 出 力す る。 な お 、 ビデ オ S W 1 5

に計 時 機 能 を持 た せ 、 一定 の時 間 間 隔 で 切 り換 え を行 うよ うに構 成

して もよ い。
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画 像 処 理 回路 1 6 は 、第 1 カ メ ラ 1 一 1 及 び 第 2 カ メ ラ 2 — 1 か



ら ビ デ オ S W l 5 を 介 し て 入 力 さ れ る 選 択 映 像 情 報 1 0 9 を デ ジ 夕

ル 信 号 に 変 換 し 、 画 像 デ ー タ 1 1 0 を 作 成 し て 出 力 す る 。 画 像 処 理

回 路 1 6 は 、 例 え ば 、 J P E G — I C ( J o i n t Pho t ograph i c cod i n

g Expe r t s Group - I n t egra t e d C i rcu i t ) か ら 構 成 さ れ 、 J P E G

形 式 の デ ー タ を 作 成 す る 。

0 0 4 6

第 1 R A M I 7 は 、 画 像 処 理 回 路 1 6 に よ っ て 変 換 さ れ た 画 像 デ

一 夕 1 1 0 を 一 時 的 に 記 憶 す る 。 な お 、 第 1 R A M 1 7 は C P U 1

3 - 1 内 の D M A ( D i rec t Memo r y Acce s s ) 回 路 と 接 続 さ れ て い る

0 0 4 7

第 2 R A M 1 5 は 、 画 像 処 理 回 路 1 3 に よ り 画 像 デ 一 夕 1 1 0 に

変 換 さ れ た 映 像 情 報 を 常 時 記 憶 す る 。 な お 、 第 1 R A M 1 4 及 び 第

2 R A M 1 5 に は 、 例 え ば S D R A M ( Synch ronou s Dynam i c Rand

om Acce s s Memo ry) が 用 い ら れ る 。 S D R A M は C P U の ク ロ ッ ク

に 同 期 し て 動 作 す る よ う 設 計 さ れ て い る た め 、 入 出 力 の 待 ち 時 間 が

短 く 、 従 来 の D R A M ( Dynam i c Random Acce s s Memo ry) に 比 較 し

て ア ク セ ス を 高 速 に 行 う こ と が で き 、 大 容 量 の 映 像 デ ー タ を 高 速 に

処 理 す る 制 御 に 適 し て い る た め で あ る 。
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不 揮 発 性 R 〇 M l 9 は 、 ド ラ イ ブ レ コ ー ダ 4 一 1 を 構 成 す る ハ ー

ド ウ エ ア 資 源 を 統 括 的 に 制 御 す る た め の 制 御 プ ロ グ ラ ム 2 0 等 を 記

憶 す る 。 不 揮 発 性 R O M 1 9 に は 、 マ ス ク R O M を 用 い て も よ い が

、 プ ロ グ ラ ム 可 能 な 不 揮 発 性 半 導 体 メ モ リ で あ る フ ラ ッ シ ュ メ モ リ

、 E E P R O M ( E ras ab l e P rogrammab l e Re ad On l y Memo ry) 、 強

誘 電 体 メ モ リ 等 を 用 い れ ば プ ロ グ ラ ム の 書 き 込 み や 消 去 が 可 能 と な

る 。
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制御 プ ロ グ ラム 2 0 は 、 不 揮 発 性 R O M 1 9 内 に記 憶 され 、 ドラ

イ ブ レコー ダ 4 一 1 の 起 動 時 に C P U 1 3 — 1 に読 み 出 され 、 各 部

の 制御 や デ ー タ演 算 処 理 の プ ロ グ ラム と して 機 能 す る。
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表 示 灯 2 1 は 、 発 光 ダ イ ォ ー ド等 か らな り、 C P U 1 3 — 1 か ら

電 源 が 供 給 され る こ と に よ り ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 の 起 動 中 は点

灯 し、 ユ ーザ へ 起 動 中で あ る こ と を報 知 す る。 また 、 ドライ ブ レコ

ー ダ 4 — 1 に異 常 が 生 じた場 合 に は、 C P U 1 3 — 1 が 表 示 灯 2 1

を 点 滅 させ る こ と に よ り異 常 の発 生 をユ ー ザ へ 報 知 す る よ う構 成 さ

れ て い る。
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ア クセ サ リス ィ ッチ （A C C ス ィ ッチ ） 2 2 は 、 車 両 1 0 0 — 1

に備 え られ た エ ンジ ン始 動 用 のキ ー シ リンダ と電 気 的 に一体 に構 成

され て い る。 ユ ーザ の キ ー 操 作 に よ りス ィ ッチ が オ ン と され る とァ

クセ サ リオ ン信 号 1 1 1 を ドライ ブ レコー ダ 4 _ 1 へ 送 信 す る。 ド

ライ ブ レコー ダ 4 — 1 は A C C ス ィ ッチ 2 2 の ア クセ サ リオ ン信 号

1 1 1 を受 信 す る こ とに よ り、 制御 を開始 す る。 な お 、 A C C ス ィ

ツチ 2 2 の 出 力信 号 に代 わ りに、 イ グニ ッシ ョ ンキ ー 出 力信 号 を利

用 す る こ と も可 能 で あ る。

0 0 5 2

電 源 ス ィ ッチ （電 源 S W ) 2 3 は 、 ユ ー ザ に よ りス ィ ッチ操 作 が

な され る と、電 源 オ ン信 号 を ドライ ブ レコー ダ 4 一 1 へ 送 信 す る。

A C C ス ィ ッチ 2 2 を オ ン させ ず に ドライ ブ レコー ダ 4 _ 1 を動 作

させ た い場 合 に用 い る こ とが で き る。

0 0 5 3

バ ッテ リ 2 4 は 、 車 両 1 0 0 — 1 内 に備 え られ 、 ドライ ブ レコー



ダ 4 一 1 の 本 体 に電 源 を供 給 す る。 また 、 バ ッテ リ 2 4 は 、 電 源 制

御 回路 2 5 及 び バ ック ア ツプバ ッテ リ 2 6 へ 電 源 を供 給 す る。 な お

、バ ッテ リ 2 4 は車 両 1 0 0 — 1 に装 備 可 能 で 1 2 V の 起 電 力 を発

生 で き る もの で あれ ば よ い。

0 0 5 4

電 源 制御 路 2 5 は 、 C P U 1 3 - 1 に接 続 され A C C ス ィ ッチ

2 2 か らの オ ン信 号 を受 信 す る こ とで 、 バ ッテ リ 2 4 か らの電 源 を

C P U 1 3 — 1 及 び ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 の 各部 へ 供 給 す る。 ま

た 、電 源 S W 2 3 が 操 作 され た こ と を検 知 す る と、 A C C ス ィ ッチ

2 の 状 態 に関 わ らず電 源 の 供 給 を開始 す る。 さ らに電 源 制御 回路

2 5 は A C C ス ィ ッチ 2 2 又 は電 源 S W 2 2 の オ フ を検 知 す る こ と

によ り、終 了信 号 を C P U 1 3 — 1 へ 送 信 す る。 終 了信 号 を受 信 し

た C P U 1 3 _ 1 は 、 制御 の終 了処 理 と して電 源 制御 回路 2 5 に ォ

フ信 号 を送 信 す る。 これ に よ り、 電 源 制御 回路 2 5 が 電 源 の 供 給 を

停 止 す る。

0 0 5 5

バ ッ ク ア ッ プバ ッテ リ （B / U バ ッテ リ） 2 6 は 、 コ ンデ ンサ 等

か ら構 成 され 、 ノ、ッテ リ 2 4 か らの電 源 を C P U 1 3 — 1 及 び ドラ

イ ブ レコー ダ 4 一 1 の 各 部 へ 供 給 す るよ う接 続 され て い る。 衝 突 事

故 等 に よ り車 両 に衝 撃 が 加 わ る と、バ ッテ リ 4 の 破 損 ゃ バ ッテ リ

2 4 と電 源 制 御 回路 2 5 と接 続 線 の 断線 が 発 生 す る恐 れ が あ る。 こ

の 場 合 、 / 1 バ ッテ リ 2 6 は 、 蓄 電 され た電 源 を C P U 1 3 — 1

4 等 へ 供 給 す る こ とで 、 ドライ ブ レコー ダ 4 _ 1 の 電 源 のバ ック ァ

ップ を行 う。

0 0 5 6

C P U 1 3 — 1 は 、 ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 の 制御 装 置 と して 動

作 し、 マ イ ク ロ コ ン ピュー タ等 に よ り構 成 され る。 C P U 1 3 — 1



は 、 制御 プ ロ グ ラム 2 0 に基 づ き 、 ドライ ブ レコー ダ 4 _ 1 の 各 部

の 制御 や デ ー タ演 算 処 理 等 を実 行 し、 車 両 情 報 を作 成 し、作 成 した

車 両 情報 を第 2 R A M 1 5 に格 納 す る。 な お 、 C P U 1 3 — 1 は 、

事 象 情 報 を車 両 情 報 に基 づ いて 作 成 し、作 成 した 事 象 情 報 を第 2 R

A M I 5 に 格 納 す る こ と も で き る 。

0 0 5 7

図 5 は 、 図 1 A の ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 の ブ ロ ック 図 で あ る。 な お

、 図 5 にお いて 、 ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 — 1 につ いて 説 明 す るが

、 ナ ビゲ ー シ ヨ ン装 置 1 0 — 2 ， 1 0 — 3 は 、 ナ ビゲ 一 シ ヨン装 置

1 0 — 1 と同 一 構 成 及 び 同 一 動作 を有 す る の で 、 ナ ビゲ 一 シ ヨ ン装

置 1 0 — 2 , 1 0 — 3 に つ いて の説 明 は 、 こ こで は省 略 す る。

0 0 5 8

ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 — 1 は 、 C P U 3 1 、 R A M 3 2 , 不 揮

発 性 R O M 3 3 、 地 図 情 報 記 憶 部 3 4 、 受 信 情 報 記 憶 部 3 5 、 探 索

経 路 情報 記憶 部 3 6 等 を有 して お り、 車 両 1 0 0 — 1 に配 置 され た

液 晶 表 示 装 置 等 か ら構 成 され る表 示 部 3 7 、 表 示 部 3 7 の 表 示 画 面

上 に配 置 され た 夕 ツチ パ ネ ル 、 各 種 ボ タ ン等 か ら構 成 され る操 作 部

3 8 、 車 両 1 0 0 — 1 に配 置 され た ス ピー カ 3 9 、 車 両 1 0 0 — 1

の 現 在 位 置 を測 定 す るた め の G P S 受 信 機 3 — 1 、 車 両 1 0 0 — 1

の 車 輪 軸 に設 け られ た ロー ター の 回転 を回 転 パ ル ス 信 号 1 0 6 と し

て 出 力す る車 速 セ ンサ 1 4 等 と接 続 され て い る。

0 0 5 9

ナ ビゲ 一 シ ヨン装 置 1 0 — 1 は 、 G P S 受 信 機 3 — 1 が 受 信 す る

車 両 の現 在 位 置 情 報 及 び 車 速 セ ンサ 1 4 か らの 車 速 パ ル ス に基 づ く

車 速 情報 に基 づ い て 、地 図 情 報 記 憶 部 4 1 9 に記 憶 され た 地 図 デ ー

夕 を利 用 し、 車 両 の現 在 位 置 及 び操 作 部 3 5 に よ って 設 定 され た 目

的 地 まで の経 路 を探 索 し、探 索 した経 路 をデ ィス プ レイ 1 0 上 に表



示 して 、運 転 者 に対 して ナ ビゲ ー シ ヨ ン動 作 を行 うよ うに構 成 され

て い る。

0 0 6 0

また 、 ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 — 1 は 、 セ ン夕 4 0 0 に ア クセ ス

し、 コ ンテ ンツ情報 記 録 部 4 0 4 に記 憶 され て い る最 新 の 各種 情 報

を ダ ウ ン ロー ドして 、記 憶 部 3 3 に記 録 す る。 最 新 の 各 種 情報 の ダ

ゥ ン ロー ドは、 例 え ば、 車 両 1 0 0 — 1 が セ ン夕 4 0 0 と接 続 され

か ら所 定 時 間後 、セ ン夕 4 0 0 にお け る最 新 事 故 情 報 の 更 新 期 日に

対 応 した 所 定 期 間毎 （1 時 間毎 、 1 日毎 、 1 週 間毎 等 ） 等 に、行 わ

れ る。

0 0 6 1

R A M 3 2 は 、 C P U 3 1 に よ って 演 算 され た演 算 値 等 を一 時 的

に記 憶 す るた め に利 用 され る。 R A M 3 2 に は 、例 え ば S D R A M

が 用 い られ る。 不揮 発性 R O M 3 3 は 、 ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 —

1 を構 成 す るハ ー ドウ ェ ア資 源 を統 括 的 に制御 す るた め の 制御 プ ロ

グ ラム 4 0 等 を記憶 す る。 不 揮 発 性 R O M 3 3 に は 、例 え ば、 E E

P R O M 強 誘 電体 メモ リ等 が 用 い られ る。

0 0 6 2

制御 プ ロ グ ラム 4 0 は 、 不 揮 発 性 R O M 3 3 内 に記 憶 され 、 ナ ビ

ゲ ー シ ヨ ン装 置 1 0 — 1 の 起 動 時 に C P U 3 1 に読 み 出 され 、 各 部

の 制御 ゃ デ 一 夕演 算 処 理 の プ ログ ラム と して機 能 す る。

0 0 6 3

C P U 3 1 は 、 ナ ビゲ 一 シ ヨン装 置 1 0 — 1 の 制 御 装 置 と して 動

作 し、 マ イ ク ロ コ ン ピュー タ等 によ り構 成 され る。 C P U 3 1 は 、

制御 プ ロ グ ラム 4 0 に基 づ き 、 ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 — 1 の 各 部

の 制御 や デ ー タ演 算 処 理 等 を実 行 す る。

0 0 6 4



操 作 部 3 7 は 、 キ ー ボ ー ド、 マ ウス等 か ら構 成 され 、 オ ペ レー タ

が ナ ビゲ 一 シ ョン装 置 1 0 — 1 を操 作 す る場 合 に、 C P U 3 1 へ の

操 作 入 力 を行 うた め の 手段 と して 利 用 され る。

0 0 6 5

表 示 部 3 8 は 、 液 晶 表 示 装 置 等 か ら構 成 され 、 地 図 デ ー タ、 探 索

経 路 等 を適 宜 表 示 す るた め に利 用 され る。 ス ピー カ 3 9 は 、表 示 部

3 8 に表 示 され た 地 図 デ ー タ、探 索 経 路 等 に対 応 す る音 声 案 内 を行

うた め に利 用 され る。

0 0 6 6

地 図 情 報 記 録 部 3 4 は 、 ハ ー ドデ ィス ク 、 D V D 等 の記 録 媒 体 に

よ って 構 成 され 、道 路 情 報 及 び 制 限 速 度 情 報 等 を含 ん だ地 図情 報 が

記 録 され て い る。

0 0 6 7

受 信 情 報 記 憶 部 3 5 は 、 ハ ー ドデ ィス ク等 の記 録 媒 体 に よ って 構

成 され 、 セ ン夕 4 0 0 か ら受 信 した 各 種 情 報 等 を記 録 す る た め に利

用 され る。 探 索 経 路 記 憶 部 3 6 は 、 ハ ー ドデ ィス ク等 の記 録 媒 体 に

よ って 構 成 され 、探 索 経 路 を記 憶 す る た め に利 用 され る。

0 0 6 8

図 6 は 、 図 1 B の セ ン夕及 び 図 1 C の 外 部 サ ー バ の 制御 部 の ブ ロ

ック図 で あ る。 な お 、 図 6 にお いて 、 セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1

に つ いて 説 明 す る力《、 外 部 サ ー バ 6 0 0 , 7 0 0 , 8 0 0 の 制 御 部

6 0 1 ， 7 0 1 , 8 0 1 は そ れ ぞ れ 、 セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1

と 同 一 構 成 及 び 同一 動 作 を有 す る の で 、 外 部 サ ー バ 6 0 0 ， 7 0 0

, 8 0 0 の 制御 部 6 0 1 ， 7 0 1 ， 8 0 1 .につ い て の 説 明 は、 こ こ

で は省 略 す る。

0 0 6 9

セ ン 夕 4 0 0 は 、 外 部 サ 一 ノ 6 0 0 ， 7 0 0 ， 8 0 0 か ら特 定 位



置 情 報 の よ うな 各 種 情 報 を受 信 し、 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ,

. . . ， 1 0 0 — n に注 意 喚 起 情 報 や 注 意 喚 起 解 除 情 報 の よ うな 各

種 情 報 を配 信 す るた め だ けで な く、 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ，

. . . ， 1 0 0 _ n に搭 載 され た ドライ ブ レコー ダ 4 — 1 , 4 - 2

， . . . ， 4 一 n か ら受 信 した 画 像 デ 一 夕 を検 証 して 、事 象 の 発 生

位 置 、事 象 の種 類 の究 明等 を行 うた め に も利 用 され る。

0 0 7 0

図 7 は 、 注 意 喚 起 情 報 の表 示 例 を示 す 図 で あ る。 注 意 喚 起 情 報 は

、セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 で 作 成 され 、事 象 の発 生 に対 す る注

意 を車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 — n に喚 起 す る

役割 だ けで な く、事 象 が 発 生 した位 置 の状 況 の経 過 を車 両 1 0 0 —

1 , 1 0 0 - 2 , . . . , 1 0 0 — n に知 らせ る役割 も果 た す 。 注

意 喚 起 情 報 が ナ ビゲ ー シ ヨ ン装 置 1 0 — 1 , 1 0 — 2 ， . . . ， 1

0 — n に配 信 され る と、 ナ ビゲ ー シ ヨ ン装 置 1 0 — 1 ， 1 0 — 2 ，

. . . , 1 0 — n の C P U 3 1 に よ り表 示 部 3 7 に表 示 され る。 図

7 に示 す 例 で は、三 宮 に積 雪 及 び 5 k m の 交 通 事 故 渋 滞 が あ る こ と

及 び 元 町 に障 害 物 が 発 生 した こ と を知 らせ る注 意 喚 起 情 報 が 表 示 部

3 7 に表 示 され る。

0 0 7 1

図 8 は 、 注 意 喚 起 解 除 情 報 の 表 示 例 を示 す 図 で あ る。 注 意 喚 起 解

除 情 報 は 、セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 で 作 成 され 、注 意 喚 起 情 報

に よ って 喚 起 され た注 意 を解 除 す る役割 を果 た す 。 注 意 喚 起 解 除 情

報 が ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 — 1 ， 1 0 — 2 ， . . . ， 1 0 — n に

配 信 され る と、 ナ ビゲ ー シ ヨン装 置 1 0 — 1 , 1 0 — 2 ， . . . ，

1 0 — n の C P U 3 1 に よ り表 示 部 3 7 に表 示 され る。 図 8 に示 す

例 で は 、三 宮 の積 雪 が な くな つた こ と、三 宮 の交 通 渋 滞 が な くな つ

た こ と及 び元 町 の 障 害 物 が 除 去 され た こ と を知 らせ る注 意 喚 起 解 除



情 報 が 表 示 され る。 な お 、注 意 喚 起 解 除 情 報 は、三 宮 の積 雪 が な く

な った こ と、三 宮 の交 通 渋 滞 が な くな つた こ と及 び元 町 の 障 害 物 が

除 去 され た こ と を個 別 に知 らせ る こ と もで き る。

0 0 7 2

イ ンタ ー フェイ ス （I F ) 4 1 1 は 、 セ ンタ 4 0 0 に設 け られ

た メモ リカ ー ド 4 1 2 の 差 込 口、 いわ ゆ る ス ロ ッ ト部 を構 成 す る。

1 F 4 1 1 は 、 メモ リカ ー ド 4 1 2 に記 録 され た 、画 像 情 報 等 を

セ ンタ 4 0 0 側 に送 信 す る。

0 0 7 3

R A M 4 1 3 は 、 C P U 4 1 4 が メ モ リカ ー ド 4 1 2 か ら送 信 さ

れ た 画 像 デ ー タ の画 像 処 理等 を行 う際 に一 時 的 にデ ー タ を記 憶 す る

た め に利 用 され る。 R A M 4 1 4 に は 、例 え ば S D R A M が 用 い ら

れ る。

0 0 7 4

不 揮 発 性 R O M 4 1 5 は 、 セ ン夕 4 0 0 を構 成 す るハ ー ドウ ェ ア

資 源 を統 括 的 に制御 す るた め の 制御 プ ログ ラム 4 1 6 等 を記 憶 す る

。 不 揮 発 性 R O M 4 1 5 に は 、例 え ば 、 E E P R O M 、 強 誘 電 体 メ

モ リ等 が 用 い られ る。

0 0 7 5

制御 プ ログ ラム 4 1 6 は 、 不 揮 発 性 R O M 4 1 5 内 に記 憶 され 、

セ ン夕 4 0 0 の 起 動 時 に C P U 4 1 4 に読 み 出 され 、 各 部 の 制御 や

デ ー タ演 算 処 理 の プ ログ ラム と して機 能 す る。

0 0 7 6

C P U 4 1 4 は 、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 装 置 と して 動 作 し、 マ イ ク

口 コ ン ピュー タ等 に よ り構 成 され る。 C P U 4 1 4 は 、 制御 プ ロ グ

ラム 4 1 6 に基 づ き 、 セ ン夕 4 0 0 の 各 部 の 制御 や デ ー タ演 算 処 理

等 を実 行 す る。



0 0 7 7

操 作 部 4 1 7 は 、 キ ー ボ ー ド、 マ ウス等 か ら構 成 され 、 オ ペ レー

夕が セ ン夕 4 0 0 を操 作 す る場 合 に、 C P U 4 1 4 へ の 操 作 入 力 を

行 うた め の 手段 と して利 用 され る。

0 0 7 8

表 示 部 4 1 8 は 、液 晶表 示 装 置 等 か ら構 成 され 、 メ モ リカ ー ド4

1 2 に記 録 され た 映 像 情 報 等 を適 宜 表 示 す るた め に利 用 され る。

0 0 7 9

地 図 情 報 記 録 部 4 1 9 は 、 ハ ー ドデ ィス ク 、 D V D 等 の記 録 媒 体

によ って 構 成 され 、道 路 情 報 及 び 制 限 速 度 情 報 等 を含 ん だ 地 図 情 報

が 記 録 され て い る。

0 0 8 0

カ ー ド情 報 記 録 部 4 2 0 は 、 ハ ー ドデ ィス ク等 の記 録 媒 体 に よ つ

て 構 成 され 、 メモ リカ ー ド 4 1 2 に記 録 され た 映 像 情 報 等 を記 録 す

るた め に利 用 され る。 受 信 情 報 記 憶 部 4 7 0 は 、 ハ ー ドデ ィス ク等

の 記 録 媒 体 に よ って構 成 され 、 ドライ ブ レコー ダ 4 _ 1 ， 4 — 2 ,

. . . ， 4 — n か ら受 信 した 画 像 デ ー タ 、外 部 サ ー バ 6 0 0 ， 7 0

0 , 8 0 0 か ら受 信 した 各 種 情 報 等 を記 録 す るた め に利 用 され る。

0 0 8 1

図 9 A 及 び 図 9 B は 、 シス テ ム 動作 の 一 例 の フ ロー チ ャー トで あ

る。 な お 、 この フ ロー チ ャー トは 、 車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ，

. . . ， 1 0 0 — n 側 で は 、 C P U 1 3 — 1 , 3 1 等 で 実 行 され る

プ ログ ラム に よ って 制御 され 、 セ ン夕 4 4 0 側 で は 、 C P U 4 1 4

で 実 行 され る プ ロ グ ラム に よ って 制御 され る。
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先 ず 、 車 両 1 0 0 _ n の ドライ ブ レコー ダ 4 _ n の C P U 1 3 —

n は 、 事 象 を検 出 した か 否 か 判 断 し （ス テ ップ S 1 ) 、 事 象 を検 出



した と判 断 す る と、 車 両 情 報 に基 づ い て 生 成 した事 象 情 報 をセ ンタ

4 0 0 に送 信 す る （ス テ ップ S 2 ) 。
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例 え ば、 車 両 1 0 0 — n が 積 雪 の あ る三 宮 の道 路 を走行 し、 車 両

1 0 0 — n が ス リ ップ して 加 速 度 セ ンサ によ って検 出 され た G 値 が

C P U 1 3 — n に入 力 され る と、 C P U 1 3 — n は 、検 出 され た G

値 の波 形 と不 揮 発 性 R O M 1 9 に格 納 され た 基 準 波 形 と比 較 し、 比

較 結 果 によ り積 雪 が あ る と判 定 す る。 そ の後 、事 象 の種 類 が積 雪 で

あ り、積 雪 が 発 生 した位 置 （例 え ば 、三 宮 ） 及 び 時 刻 （例 え ば 、 2

0 1 0 年 2 月 2 日 1 8 時 1 2 分 3 7 秒 ） を示 す事 象 情 報 が 、 車 両 1

0 0 _ n の 通 信 部 9 _ n か らセ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 に送 信 さ

れ る。
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そ の 後 、 セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 は 、 車 両 情 報 に対 応 す る事

象 情 報 を受 信 す る （ス テ ップ S 3 ) 。 この た め に、セ ンタ 4 0 0 の

通 信 部 4 0 2 及 び 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 事 象 情 報 （例 え

ば、 車 両 情 報 と気 象 情 報 の うち の 少 な く と も一 つ ） を取 得 す る第 1

情 報 取 得 部 と して の機 能 を有 す る。 そ の後 、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部

4 0 1 の じ ？ 1 4 1 4 は 、 注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0

一 2 ， . . . , 1 0 0 — n に緊 急 に配 信 す るか否 か を、 車 両 1 0 0

一 n が 検 出 した事 象 の種 類 に基 づ いて 判 断 す る （ス テ ップ S 4 ) 。
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例 え ば 、 事 象 が 積 雪 等 の天 候 に関 す る もの で あ る場 合 、 注 意 喚 起

情 報 を車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ， . . . ， 1 0 0 — n に緊 急 に

配 信 す る 必 要 性 が 低 い の で 、 セ ン 夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U

4 1 4 は 、 注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ， . . . ,

1 0 0 — n に配 信 しな い。 そ れ に対 し、事 象 が事 故 や 災 害 に関 す る



もの で あ る場 合 、注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 _ 2 ， .

. . ， 1 0 0 — n に緊 急 に配 信 す る必 要 性 が 高 い の で 、 セ ン夕 4 0

0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 —

1 , 1 0 0 - 2 , . · . ， 1 0 0 — n に配 信 す る。 また 、事 象 が 障

害 物 に関 す る もの で あ る場 合 、 障 害 物 の大 小 に応 じて注 意 喚 起 情 報

を車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 — n に配 信 す るか

否 か を決 定 す る。
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注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 , . . . ， 1 0 0 —

n に配 信 す る と判 断 した 場 合 、セ ンタ 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P

U 4 1 4 は 、 注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る車 両 を判 別 し （ス テ ップ S 5

) 、 配 信 対 象 車 両 に注 意 喚 起 情報 を配 信 す る （ス テ ップ S 6 ) 。 こ

の た め に、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 事 象 情

報 （例 え ば 、 車 両 情 報 ） に基 づ いて 、 注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す

る第 2 注 意 喚 起 情 報 配 信 部 と して の機 能 と、 前 記 注 意 喚 起 情報 を配

信 す べ き車 両 を、 前 記 車 両 情 報 の発 信 源 及 び 車 両 の位 置 又 は走 行 経

路 に基 づ いて 判 別 す る第 1 及 び第 2 配 信 対 象 車 両 判 別 部 と して の機

能 と、 を有 す る。 配 信 対 象 車 両 と判 断 され た 車 両 1 0 0 — 3 の 通 信

部 9 一 3 は 、 注 意 喚 起 情 報 を受 信 す る （ス テ ップ S 7 ) 。
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図 1 0 は 、 注 意 喚 起 情 報 の配 信 の基 準 の 一 例 を説 明す るた め の 図

で あ る。 図 1 0 に示 す 例 に よれ ば 、車 両 が 事 象 の 発 生位 置 （例 え ば

、三 宮 ） か ら l k m 以 外 に あ り、 か つ 、 車 両 が ナ ビゲ ー シ ヨン装 置

に よ って ナ ビゲ ー シ ョ ン され て いな い 又 は ナ ビゲ ー シ ョ ン装 置 によ

つて 探 索 され た探 索 経 路 に事 象 発 生 地 点 が含 まれ な い場 合 に は 、注

意 喚 起 信 号 が 配 信 され ず 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 、注 意 喚 起 信 号 が 配

信 され る。 この よ うな 基 準 は 、 C P U 4 1 4 に よ って 参 照 され るた



め に不 揮 発 性 R 〇 M 4 1 5 に マ ップ と して 格 納 され る。
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本 実 施 の 形 態 で は、 セ ン夕 4 0 0 は 、 事 象 の発 生位 置 を回避 す る

た め の 手 段 の有 無 を知 らせ る 回避 情 報 を注 意 喚 起 情 報 と と も に車 両

1 0 0 - 1 , 1 0 0 - 2 , . . . , 1 0 0 — n に配 信 す る。 この た

め に、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 前 記 車 両 の

走行 経 路 に発 生 した事 象 を回 避 す るた め の 手段 の有 無 を知 らせ る 回

避 情 報 を、 前 記 車 両位 置 情 報 及 び 前 記 走行 経 路 情 報 に基 づ いて 作 成

す る回 避 情 報 作 成 部 と して の機 能 を有 し、セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4

0 2 及 び 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 回避 情 報 を車 両 に配 信 す

る回 避 情 報 配 信 部 と して の機 能 を有 す る。 この よ うな 回避 情 報 は 、

セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 に よ り車 両位 置 情 報 及

び 走 行 経 路 情 報 に基 づ いて作 成 され る。 図 1 1 A 及 び 図 1 1 B は 、

回 避 情 報 の表 示 の一 例 を示 す 図 で あ る。 図 1 1 A に 示 す 例 で は 、 回

避 手 段 と して 回 避 ル ー ト a b d 及 び a d c を車 両 1 0 0 —

3 の ナ ビゲ 一 シ ヨン装 置 1 0 — 3 の表 示 部 3 7 に表 示 し、 図 1 1 B

に示 す 例 で は 、事 象 の発 生位 置 を回避 す るた め の 手 段 が 存 在 しな い

こ と を車 両 1 0 0 — 3 の ナ ビゲ ー シ ヨ ン装 置 1 0 — 3 の 表 示 部 3 7

に表 示 して い る。
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ス テ ップ S 4 にお いて 、注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0

- , . . . , 1 0 0 — n に配 信 しな い と判 断 した 場 合 、 す な わ ち

、事 象 情 報 が事 象 の発 生位 置 の現 在 の状 況 を正 確 に反 映 して い るか

否 か の検 証 を行 う必 要 が あ る と判 断 した 場 合 、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御

部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 事 象 発 生 時 の所 定 時 間 （例 え ば 、 5 分

) 前 後 に事 象 位 置 を撮 影 した 画 像 を記 録 した 車 両 を判 別 した 後 に 当

該 車 両 に画 像 を要 求 す る （ス テ ップ S 8 ) 。 この た め に、 セ ンタ 4



0 0 の 制 御 部 4 0 1 の じ ？ ；4 1 4 は 、 取 得 した事 象 情 報 （例 え ば

、車 両 情 報 と前 記 気 象 情 報 の う ち の 少 な く と も一 つ ） に基 づ いて 、

画像 情 報 の送 信 を車 両 に対 して要 求 す るか 否 か を判 定 す る画 像 送 信

要 求 判 定 部 と して の機 能 を有 し、 セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 及 び

制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 画 像 情報 の 送 信 を要 求 す る と判 定

した 場 合 に画 像 情 報 の 送 信 要 求 を車 両 に対 して 出 力 す る 出 力部 と し

て の機 能 を有 す る。 この よ うな 車 両 の判 別 は 、 セ ン夕 4 0 0 が 取 得

した 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 — n の現 在 位 置

の履 歴 を参 照 す る こ と に よ って 行 う こ とが で き る。 な お 、事 象 発 生

時 の所 定 時 間 前 後 に事 象 位 置 を撮 影 した 画 像 を記 録 した 車 両 が 存 在

しな い場 合 に は 、 ス テ ップ S 5 に進 む こ と もで き る。
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画 像 を要 求 され た 車 両 1 0 0 _ 2 の ドライ ブ レコー ダ 4 — 2 の C

P U 1 3 — 2 は 、 事 象 発 生 時 の所 定 時 間 前 後 に事 象 位 置 を撮 影 した

画像 を メモ リカ ー ド 7 _ 2 か ら抽 出 し （ス テ ップ S 9 ) 、 抽 出 した

画 像 を含 む画 像 情 報 をセ ン夕 4 0 0 に送 信 す る （ス テ ップ S 1 0 )
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セ ン 夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 は、 事 象 発 生 時 の所 定 時 間 前 後 に事

象位 置 を撮 影 した 画 像 を含 む画 像 情 報 を車 両 1 0 0 — 2 か ら受 信 し

、セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、事 象 情 報 が 事 象

の発 生位 置 の現 在 の状 況 を正確 に反 映 して い るか 否 か の検 証 を行 う

た め に画 像 を解 析 す る （ス テ ップ S 1 1 ) 。 この た め に、 セ ン 夕 4

0 0 の 通 信 部 4 0 2 及 び 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 画 像 情 報

の 送 信 要 求 に応 じた 車 両 か ら画 像 情 報 を取 得 す る第 2 情 報 取 得 部 と

して の機 能 を有 す る。 この よ うな解 析 は 、例 え ば 、受 信 した 画 像 情

報 に含 まれ る画 像 と、 不 揮 発 性 R O M 4 1 5 に格 納 され た 基 準 画 像



と を比 較 す る こと によ って 行 う。
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画 像 の解 析 後 、 セ ンタ 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、

注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 , . . . , 1 0 0 — n

に配 信 す るか否 か を、事 象 発 生 時 の所 定 時 間 前 後 に事 象 位 置 を撮 影

した 画 像 に基 づ いて 、 す な わ ち 、事 象 情 報 が事 象 の発 生位 置 の現 在

の状 況 を正 確 に反 映 して い るか 否 か に基 づ いて 判 断 す る （ス テ ップ

S 1 ) 。 こ の た め に 、 セ ン 夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1

4 は 、 取 得 した 画 像 情 報 に基 づ いて 、注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す

るか 否 か を判定 す る注 意 喚 起 情 報 配 信 判 定 部 と して の機 能 を有 す る
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注 意 喚 起 情報 を車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 , . . . , 1 0 0 -

n に配 信 す る と判 断 した 場 合 、セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P

U 4 1 4 は 、 図 7 に示 す よ うな注 意 喚 起 情 報 を作 成 し （ス テ ップ S

1 3 ) 、 注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る車 両 を判 別 し （ス テ ップ S 1 4 )

、 配 信 対 象 車 両 に注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る （ス テ ップ S 1 5 ) 。 こ

の た め に、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 注 意 喚

起 情 報 を車 両 に配 信 す る と判 定 した場 合 に注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配

信 す る第 1 注 意 喚 起 情 報 配 信 部 と. して の機 能 を有 す る。 配 信 対 象 車

両 と判 断 され た 車 両 1 0 0 — 1 の 通 信 部 9 _ 1 は 、 注 意 喚 起 情 報 を

受 信 す る （ス テ ップ S 1 6 ) 。 そ れ に対 し、注 意 喚 起 情 報 を車 両 1

0 0 — 1 , 1 0 0 - 2 , . . . , 1 0 0 — n に配 信 しな い と判 断 し

た 場 合 、セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 注 意 喚 起

情 報 の配 信 を 中止 す る （ス テ ップ S 1 7 ) 。 この た め に 、 セ ン夕 4

0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信

しな い と判 定 した 場 合 に注 意 喚 起 情報 を車 両 に配 信 す る の を 中止 す



る注 意 喚 起 情 報 配 信 中止 部 と して の機 能 を有 す る。
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な お 、 本 ル ー チ ンにお いて 、注 意 喚 起 情 報 配 送 後 に事 象 が 存 在 し

な くな つた か 否 か を判 断 し、事 象 が 存 在 しな くな った 場 合 に は 、 図

8 に示 す よ うな 注 意 喚 起解 除 情報 を車 両 1 0 0 _ 1 ， 1 0 0 — 2 ，

. . . , 1 0 0 _ n に配 送 す る こ と もで き る。
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本 実 施 の 形 態 に よれ ば、注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す る必 要 が あ

るか 否 か を、 先 ず 、事 象 情 報 受 信 直 後 に事 象 の種 類 に基 づ いて 判 断

し、注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る必 要 が な い と判 断 した 場 合 、事 象 発 生

時 の所 定 時 間 前後 に事 象位 置 を撮 影 した 画 像 を車 両 に要 求 し、 注 意

喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す る必 要 が あ るか 否 か を、事 象 発 生 時 の所 定

時 間 前 後 に事 象 位 置 を撮 影 した画 像 に基 づ いて 再 度 判 断 す る。 した

が って 、注 意 喚 起 情報 の緊急 な 配 信 が 要 求 され て いな い場 合 に は事

象 情 報 が 事 象 の発 生位 置 の現 在 の状 況 を正 確 に反 映 して い るか 否 か

の検 証 を行 う ことが で き る情 報 配 信 装 置 を提 供 す る こ とが で き る。

また 、 注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る必 要 が な い と判 断 した 場 合 にだ け画

像 を車 両 に要 求 して い るの で 、事 象 情 報 を受 信 す る度 に画 像 を要 求

す る場 合 に比 べ て セ ン夕 4 0 0 の 負 荷 が 軽 減 す る。
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図 1 2 A 及 び 図 1 2 B は 、 シス テ ム 動 作 の他 の例 の フ ロー チ ヤ一

トで あ る。 な お 、 この フ ロー チ ャー トは 、 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0

— 2 ， . . . ， 1 0 0 — n 側 で は 、 C P U 1 3 — 1 ， 3 1 等 で 実 行

され る プ ロ グ ラム によ って 制御 され 、 セ ン夕 4 4 0 側 及 び外 部 サ 一

バ 6 0 0 , 7 0 0 側 で は、 C P U 4 1 4 で 実 行 され る プ ロ グ ラム に

よ って 制御 され る。
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図 1 2 A 及 び 図 1 2 B に示 す例 で は、外 部 サ ー バ 6 0 0 ， 7 0 0

は 、外 部 サ ー バ 6 0 0 , 7 0 0 に事 象 情 報 が 存 在 す るか 否 か 判 断 し

、 （ス テ ップ S 2 1 ) 。 事 象 が存 在 す る と判 断 す る と、事 象 情 報 を

セ ン夕 4 0 0 に送 信 す る （ス テ ップ S 2 2 ) 。
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図 1 3 A 及 び 図 1 3 B は 、 シス テ ム 動 作 の他 の例 の フ ロー チ ヤ一

トで あ る。 な お 、 この フ ロー チ ャー トは 、 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0

一 2 ， . . . , 1 0 0 _ n 側 で は、 C P U 1 3 — 1 ， 3 1 等 で 実 行

され る プ ロ グ ラム に よ って 制御 され 、 セ ン夕 4 4 0 側 及 び 外 部 サ ー

バ 6 0 0 ， 7 0 0 側 で は 、 C P U 4 1 4 で 実 行 され る プ ログ ラム に

よ って 制御 され る。

0 0 9 9

先 ず 、 車 両 1 0 0 — n の ドライ ブ レコー ダ 4 — n の C P U 1 3 —

n は 、 車 両 情 報 を検 出 した か 否 か 判 断 し （ス テ ップ S 3 1 ) 、 車 両

情 報 を検 出 した と判 断 す る と、車 両 情 報 をセ ン夕 4 0 0 に送 信 す る

( ス テ ップ S 3 2 ) 。 した が って 、 ス テ ップ S 3 1 及 び S 3 2 で は

、 車 両 情 報 の ア ップ ロー ドタイ ミ ング を計 り、 ア ップ ロー ド夕イ ミ

ン グで 車 両 情 報 を ア ップ ロー ドして い る。 な お 、 車 両 情 報 は 、位 置

情 報 （緯 度 ，経 度 、 リ ンク I D ) の 他 に、 車 両 が 走 行 して い る レー

ン を示 す 走 行 レー ン情 報 、 ウ イ ンカ ー の 点 灯 を示 す ウ ィ ンカ ー 点 灯

情 報 及 び 障 害 物 の検 知 を示 す 障害 物 セ ンサ 情 報 の うち の 少 な く と も

一 つ を有 す る。

0 1 0 0

そ の後 、 セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 は 、 車 両 情 報 を受 信 す る （

ス テ ップ S 3 3 ) 。 この た め に、 セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 及 び

制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 事 象 情 報 （例 え ば 、 車 両 情 報 と気

象 情報 の うち の 少 な く と も一 つ） を取 得 す る事 象 情 報 取 得 部 と して



の機 能 を有 す る。 そ の後 、 セ ンタ 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4

1 4 は 、 車 両 情 報 に基 づ いて 交 通 流 を解 析 し （ス テ ップ S 3 4 ) 、

解 析 結 果 に基 づ いて路 上 に障 害 物 が あ るか 否 か を判 断 す る （ス テ ツ

プ S 3 5 ) 。

0 1 0 1

路 上 に障 害 物 が あ るか 否 か の判 断 は 、例 え ば、 車 両 情 報 に含 まれ

る走行 レー ン情報 、 ウ ィ ンカ ー 点 灯 情 報 又 は 障 害 物 セ ンサ 情 報 か ら

判 断 す る。 路 上 に障 害 物 が あ るか 否 か を走行 レー ン情 報 か ら判 断 す

る場 合 、セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 複 数 の走

行 レー ン情 報 の いず れ に も特 定 の レー ン に関 す る情 報 が 存 在 しな い

こ とを検 出 す る こ と によ って 当該 レー ン に障 害 物 が あ る と判 断 す る

。 路 上 に障 害 物 が あ るか 否 か を ウ ィ ンカ ー 点 灯 情 報 か ら判 断 す る場

合 、セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 店 舗 の 入 り口

で はな い直 線 道 路 上 の 同 一位 置 に対 応 す る複 数 の ウ ィ ン力 一 点 灯 情

報 が 存 在 す る こと を検 出 す る こと によ って 当該位 置 に障 害 物 が あ る

と判 断 す る。 路 上 に障 害 物 が あ るか 否 か を障 害 物 セ ンサ 情 報 か ら判

断 す る場 合 、 セ ンタ 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 同一

位 置 に対 応 す る複 数 の 障 害 物 セ ンサ 情 報 を検 出す る こ と に よ って 当

該 位 置 に障 害 物 が あ る と判 断 す る。

0 1 0 2

路 上 に障 害 物 が な い と判 断 した 場 合 、本 ル ー チ ン を終 了す る。 そ

れ に対 し、路 上 に障 害 物 が あ る と判 断 した場 合 、 す な わ ち 、路 上 の

現 在 の 状 況 を正確 に反 映 して い るか 否 か の検 証 を行 う必 要 が あ る と

判 断 した 場 合 、セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 交

通 流解 析 によ り 「路 上 に障 害 物 あ り」 の判 定 が 出 た 地 点 周 辺 の 車 両

に画 像 の撮 影 （撮 影 画 像 の ア ップ ロー ド） を要 求 す る （ス テ ップ S

3 7 ) 。 この た め に、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4



は 、 取 得 した 車 両 情 報 に基 づ いて 、 画 像 情 報 の送 信 を車 両 に対 して

要 求 す るか 否 か を判 定 す る画 像 送 信 要 求 判 定 部 と して の機 能 を有 し

、 セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 及 び 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は

、 画 像 情 報 の 送 信 を要 求 す る と判 定 した 場 合 に画 像 情 報 の送 信 要 求

を車 両 に対 して 出 力す る 出 力部 と して の機 能 を有 す る。

0 1 0 3

ス テ ップ S 3 7 にお いて 画 像 の撮 影 を要 求 す る車 両 の選 択 は 、 セ

ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 力 「路 上 に障 害 物 あ り」

の判 定 が 出 た 地 点 の リンク I D 及 び 経 度 · 緯 度 を参 照 しな が ら当該

地 点 の 周 辺 を走行 す る車 両 を特 定 し、 特 定 した 車 両 の少 な く と も一

部 を選 択 す る こと によ って行 わ れ る。 選 択 され る車 両 の 台 数 を、 1

台 と して もよ いが 、撮 影 画 像 が 不 可 能 で あ る場 合 を考 慮 す る と複 数

台 とす る の が 好 ま しい。

0 1 0 4

画 像 を要 求 され た 車 両 1 0 0 — 2 の ドライ ブ レコー ダ 4 — 2 の C

P U 1 3 — 2 は 、 第 1 カ メ ラ 1 — 1 又 は第 2 カ メ ラ 2 — 1 を用 いて

画 像 を撮 影 し （ス テ ップ S 3 8 ) 、 撮 影 した 画 像 を含 む 画 像 情 報 を

セ ン夕 4 0 0 に送 信 す る （ス テ ップ S 3 9 ) 。

0 1 0 5

セ ン 夕 4 0 0 の 通 信部 4 0 2 は 、 画 像 情 報 を車 両 1 0 0 _ 2 か ら

受 信 し、 セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、実 際 に路

上 に障 害 物 が あ るか 否 か の検 証 を行 うた め に画 像 を解 析 す る （ス テ

ップ S 4 0 ) 。 この た め に、セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 及 び 制御

部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 画 像 情 報 の 送 信 要 求 に応 じた 車 両 か ら

画 像 情 報 を取 得 す る画 像 情 報 取 得 部 と して の機 能 を有 す る。 この よ

うな解 析 は 、 例 え ば、受 信 した 画 像 情 報 に含 まれ る画 像 と、 不 揮 発

性 R 〇 M 4 1 5 に格 納 され た基 準 画 像 と を比 較 す る こと によ って 行



う

0 1 0 6

画 像 の解 析 後 、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、

受 信 した画 像 情 報 に含 まれ る画 像 か ら路 上 の 障 害 物 が確 認 で き るか

否 か に応 じて 、注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 , . .

. , 1 0 0 — n に配 信 す るか 否 か を判 断 す る （ス テ ップ S 4 1 ) 。

この た め に、 セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 取 得

した 画 像 情 報 に基 づ いて 、注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す るか 否 か を

判 定 す る注 意 喚 起 情 報 配 信 判 定 部 と して の機 能 を有 す る。

0 1 0 7

注 意 喚 起 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0 — 2 ， . . . , 1 0 0 -

n に配 信 しな い と判 断 した場 合 、 す な わ ち 、 受 信 した 画 像 情 報 に含

まれ る画 像 か ら路 上 の 障 害 物 が確 認 で きな い場 合 、 セ ン夕 4 0 0 の

制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、注 意 喚 起 情 報 の配 信 を 中止 し （ス

テ ツプ S 4 2 ) 、 本 ル ー チ ン を終 了す る。 この た め に、 セ ン夕 4 0

0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 し

な い と判 定 した 場 合 に注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す る の を 中止 す る

注 意 喚 起 情 報 配 信 中支 部 と して の機 能 を有 す る。 な お 、 ス テ ップ S

4 で 注 意 喚 起 情 報 の配 信 を 中止 した 後 に画 像 の撮 影 要 求 を再 度 行

うた め にス テ ップ S 3 6 に戻 って もよ い。

0 1 0 8

そ れ に対 し、 注 意 喚 起 情報 を車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0 — 2 ， . .

. , 1 0 0 _ n に配 信 す る と判 断 した 場 合 、 セ ン夕 4 0 0 の 制御 部

4 0 1 の じ ？ 1；4 1 4 は 、注 意 喚 起 情 報 を作 成 し （ス テ ップ S 4 3

) 、 注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る車 両 を判 別 し （ス テ ップ S 4 4 ) 、 配

信 対 象 車 両 に注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る （ス テ ップ S 4 5 ) 。 この た

め に、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 注 意 喚 起 情



報 を車 両 に配 信 す る と判 定 した 場 合 に注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す

る第 1 注 意 喚 起 情 報 配 信 部 と して の機 能 を有 す る。

0 1 0 9

注 意 喚 起 情 報 は 、 「車 両 の通 行 を妨 げ る障 害 が あ る」 旨 を知 らせ

る情 報 を有 し、受 信 した 画 像 を配 信 で き る場 合 に は、 受 信 した 画 像

を、 障 害 物 を確 認 で き る画 像 と して 注 意 喚 起 情 報 に含 め る。 な お 、

受 信 した 画 像 を配 信 で き るか 否 か は 、画 像 が 肖像権 、個 人 情 報 保 護

法 等 の法 律 上 の基 準 を満 た して い るか に基 づ いて判 断 し、 画 像 に人

物 や ナ ンバ ー プ レー トが 映 って い る場 合 に は 、画 像 の解 像 度 を下 げ

た りぼか し処 理 を行 った り して 個 人 が特 定 され な い よ う にす る。

0 1 1 0

配 信 対 象 車 両 と判 断 され た 車 両 1 0 0 — 1 の 通 信 部 9 一 1 は 、注

意 喚 起 情 報 を受 信 す る （ス テ ップ S 4 6 ) 。 な お 、 本 ル ー チ ン にお

いて 、注 意 喚 起 情 報 配 送後 に事 象 が 存 在 しな くな つた か 否 か を判 断

し、事 象 が存 在 しな くな った 場 合 に は、 注 意 喚 起 情 報 に よ って 喚 起

され た注 意 を解 除 す る注 意 喚 起 解 除 情 報 を車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0

— 2 ， . . . ， 1 0 0 — n に配 送 す る こ と もで き る。

0 1 1 1

そ の後 、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 注 意 喚

起 情 報 を更 新 す べ きか 否 か 判 断 し （ス テ ップ S 4 7 ) 、 注 意 喚 起 情

報 を更 新 す べ き と判 断 す る と、外 部 サ ー バ 6 0 0 ， 7 0 0 に外 部 情

報 を要 求 す る （ス テ ップ S 4 8 ) 。 した が って 、 ス テ ッ プ S 3 1 及

び S 3 2 で は 、注 意 喚 起 情 報 の更 新 の タイ ミ ング を計 り、 更 新 の 夕

イ ミ ン グで外 部 情 報 を要 求 して い る。

0 1 1

外 部 情 報 を要 求 され た外 部 サ ー バ 6 0 0 , 7 0 0 の 制 御 部 6 0 2

， 7 0 2 は 、外 部 情 報 を コ ンテ ンツ情 報 記 録 部 6 0 4 , 7 0 4 か ら



抽 出 し （ス テ ップ S 4 9 ) 、 抽 出 した外 部 情 報 をセ ン夕 4 0 0 に送

信 す る （ス テ ップ S 5 0 ) 。 外 部 情 報 と して は 、例 え ば 、路 上 の 障

害 物 に よ って 渋 滞 、交 通 規 制 、 通 行 止 め等 の交 通 状 況 の 異 常 が 発 生

して い るか 否 か を判 断 す るた め の 障 害 物 発 生 地 点 付 近 の交 通 情 報 を

挙 げ る こ とが で き る。 な お 、外 部 情 報 と して 交 通 情 報 を要 求 す る場

合 には 、セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 交 通 情 報

セ ン夕 と して機 能 す る外 部 サ ーバ 6 0 0 に交 通 情 報 を要 求 す る。

0 1 1 3

そ の 後 、 セ ン夕 4 0 0 の通 信 部 4 0 2 は 、 外 部 情 報 を受 信 し （ス

テ ツプ S 5 1 ) 、 セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、

外 部 情 報 に基 づ いて交 通 状 況 に異 常 が あ るか 否 か を判 断 す る （ス テ

ップ S 5 2 ) 。 交 通 状 況 に異 常 が な い場 合 に は 、 本 ル ー チ ン を終 了

す る。 そ れ に対 し、交 通 状 況 に異 常 が あ る場 合 に は 、交 通 状 況 に異

常 が あ る 旨 を示 す 情 報 を含 め た注 意 喚 起 情 報 を作 成 す るた め に、 ス

テ ツプ S 4 3 に戻 る。

0 1 1 4

本 実 施 の 形 態 によれ ば 、 一旦 収 集 した 車 両 情 報 や 気 象 情報 の よ う

な 事 象 情 報 に基 づ いて事 象 を特 定 し、 特 定 した 事 象 が 実 際 に生 じて

い るか 否 か を、 画 像 情 報 を収 集 す る こ と に よ って 再 度 確 認 す る。 こ

の よ うな確 認 に よ り事 象 が 実 際 に生 じて い る と判 断 した 場 合 、セ ン

夕 4 0 0 は 、 注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る。 した が って 、 した が って 、

注 意 喚 起 情 報 を、事 象 が 発 生 して い るか 否 か を状 況 に応 じて確 認 し

た 後 に配 信 す る こ とが で き る。

0 1 1 5

図 1 4 A 及 び 図 1 4 B は 、 シス テ ム 動 作 の他 の例 の フ ロー チ ヤ一

卜で あ る。 な お 、 この フ ロー チ ヤ一 卜は 、 車 両 1 0 0 — 1 ， 1 0 0

- , . . . , 1 0 0 — n 側 で は 、 C P U 1 3 — 1 ， 3 1 等 で 実 行



され る プ ログ ラム に よ って 制御 され 、 セ ン夕 4 4 0 及 び外 部 サ ー バ

8 0 0 側 で は 、 C P U 4 1 4 で 実 行 され る プ ログ ラム に よ って 制御

され る。

0 1 1 6

先 ず 、 車 両 1 0 0 — n の ドライ ブ レコー ダ 4 — n の C P U 1 3 -

n は 、 事 象 を検 出 した か 否 か 判 断 し、 （ス テ ップ S 6 1 ) 。 事 象 を

検 出 した と判 断 す る と、事 象 情 報 をセ ン夕 4 0 0 に 送 信 す る （ス テ

ップ S 6 2 ) 。

0 1 1 7

例 え ば 、 車 両 1 0 0 — n が 積 雪 の あ る三 宮 の道 路 を走 行 し、 車 両

1 0 0 — n が ス リ ップ して 加 速 度 セ ンサ に よ って検 出 され た G 値 が

C P U 1 3 — n に入 力 され る と、 C P U 1 3 — n は 、検 出 され た G

値 の波 形 と不 揮 発 性 R 〇 M l 9 に格 納 され た 基 準 波 形 と比 較 し、 比

較 結 果 に よ り積 雪 が あ る と判 定 す る。 そ の後 、事 象 の種 類 が積 雪 で

あ り、積 雪 が 発 生 した位 置 （例 え ば、三 宮 ） 及 び 時 刻 （例 え ば 、 2

0 1 0 年 2 月 2 日 1 8 時 1 2 分 3 7 秒 ） を示 す 事 象 情 報 が 、車 両 1

0 0 — n の 通 信 部 9 — n か らセ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 に送 信 さ

れ る。

0 1 1 8

そ の後 、 セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 は 、 事 象 情 報 を受 信 す る （

ス テ ップ S 6 3 ) 。 この た め に、 セ ン夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 及 び

制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 事 象 情 報 を車 両 と外 部 サ ー バ の う

ち の少 な く と も一 方 か ら取 得 す る事 象 情 報 取 得 部 と して の機 能 を有

す る。 そ の後 、セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 外

部 サ ー バ 7 0 0 に対 す る特 定 位 置 情 報 の要 求 頻 度 を、事 象 情 報 の受

信 前 よ り高 くな る よ うに変 更 す る （ス テ ップ S 6 4 ) 。 この た め に

、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 事 象 情 報 取 得 後



の外 部 サ ー バ に対 す る特 定 位 置 情 報 の要 求 頻 度 を、事 象 情 報 取 得 前

よ り高 くす る機 能 を有 す る。 特 定 位 置 情 報 の要 求 頻 度 の変 更 は 、 図

1 5 に示 す よ うな セ ン夕 4 0 0 の 管 理 部 4 0 1 の 不 揮 発 性 プ ロ ダ ラ

ム 4 1 5 に格 納 され た検 出事 象 と要 求 頻 度 との 関係 を示 す テ ー ブル

をセ ンタ 4 0 0 の 管 理 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 が 参 照 す る こ と に よ

つて行 わ れ る。

0 1 1 9

そ の後 、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 位 置 特

定 情報 を外 部 サ ー バ 7 0 0 に要 求 し （ス テ ップ S 6 5 ) 、 外 部 サ ー

バ 8 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、特 定 位 置 情 報 を コ ンテ

ンッ情 報 記 録 部 デ ー タベ ー ス 8 0 4 か ら抽 出 し （ス テ ッ プ S 6 6 )

、 外 部 サ ー バ 8 0 0 の 通 信 部 8 0 2 は 、 特 定 位 置 情 報 をセ ン夕 4 0

0 に送 信 し （ス テ ップ S 6 7 ) セ ン 夕 4 0 0 の 通 信 部 4 0 2 は 、 特

定 位 置 情 報 を受 信 す る （ス テ ップ 6 S 8 ) 。 この た め に、 セ ン夕 4

0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、事 象 情 報 に含 まれ る事 象 の

発 生位 置 に基 づ い て 、外 部 サ ーバ に記 憶 され た特 定 位 置 情 報 を取 得

す る特 定 位 置 情 報 取 得 部 と して の機 能 を有 す る。 そ の後 、 セ ン夕 4

0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 今 回受 信 した特 定 位 置 情 報

と、受 信 情 報 記 憶 部 4 1 に記 憶 され て い る以 前 に受 信 した特 定 位

置 情報 とが 同 一 で あ るか 否 か 判 断 す る （ス テ ップ S 6 9 ) 。

0 1 0

今 回受 信 した特 定 位 置 情 報 と、 受 信 情 報 記 憶 部 4 2 1 に記 憶 され

て い る以 前 に受 信 した特 定 位 置 情 報 とが 同一 で な い と判 断 した 場 合

、 セ ンタ 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 受 信 情 報 記 憶 部

4 1 に記 憶 され て い る以 前 に受 信 した特 定 位 置 情 報 を更 新 す る （

ス テ ップ S 7 0 ) 。 この た め に、 コ ンテ ンツ情 報 記 録 部 4 0 4 は 、

特 定 位 置 情 報 を記 憶 す る記 憶 部 と して の機 能 を有 し、セ ン夕 4 0 0



の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 外 部 サ ー バ か ら受 信 した 特 定 位

置 情 報 と既 に記 憶 され て い る特 定 位 置 情 報 と を比 較 し、外 部 サ ー バ

か ら受 信 した特 定 位 置 情 報 が 既 に記 憶 され て い る特 定 位 置 情 報 と異

な る場 合 、特 定 位 置 情 報 を更 新 す る更 新 部 と して の機 能 を有 す る。

0 1 2 1

そ の 後 、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 特 定 位

置 の事 象 が な くな つた か 否 か を特 定 位 置 情 報 に基 づ いて 判 断 す る （

ス テ ッ プ S 7 1 ) 。 この た め に、 セ ン夕 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C

P U 4 1 4 は 、 特 定 位 置 に事 象 が あ るか 否 か を前 記 特 定 位 置 情 報 に

基 づ いて 判 断 す る事 象 判 断部 と して の機 能 を有 す る。

0 1 2

特 定 位 置 の事 象 が な くな って いな い と判 断 した 場 合 、 セ ン夕 4 0

0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 図 7 に示 す よ うな 注 意 喚 起 情

報 を作 成 し （ス テ ップ S 7 2 ) 、 注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る車 両 を判

別 し （ス テ ップ S 7 3 ) 、 配 信 対 象 車 両 に注 意 喚 起 情 報 を配 信 し （

ス テ ップ S 7 4 ) 、 ス テ ップ S 6 5 に戻 る。 この た め に、 セ ン 夕 4

0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 特 定 位 置 に事 象 が あ る と判

断 した 場 合 、注 意 喚 起 情 報 を配 信 す べ き車 両 を判 別 し、 当該 車 両 に

注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る注 意 喚 起 情 報 配 信 部 と して の機 能 を有 す る

。 配 信 対 象 車 両 と判 断 され た 車 両 1 0 0 — 1 の 通 信 部 9 一 1 は 、 注

意 喚 起 情 報 を受 信 す る （ス テ ップ S 7 5 ) 。

0 1 3

そ れ に対 し、特 定 位 置 の事 象 が な くな って い る と判 断 した 場 合 、

セ ンタ 4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 図 8 に示 す よ うな

注 意 喚 起 解 除 情 報 を作 成 し （ス テ ップ S 7 6 ) 、 注 意 喚 起 解 除 情 報

を配 信 す る車 両 を判 別 し （ス テ ップ S 7 7 ) 、 配 信 対 象 車 両 に注 意

喚 起 解 除 情 報 を配 信 す る （ス テ ップ S 7 8 ) 。 この た め に 、セ ン夕



4 0 0 の 制御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 特 定 位 置 に事 象 が な い と

判 断 した 場 合 、注 意 喚 起 解 除 情 報 を配 信 す べ き車 両 を判 別 し、 当該

車 両 に注 意 喚 起 解 除 情 報 を配 信 す る注 意 喚 起 解 除 情 報 配 信 部 と して

の機 能 を有 す る。 配 信 対 象 車 両 と判 断 され た 車 両 1 0 0 — 2 の 通 信

部 9 一 2 は 、 注 意 喚 起 情 報 を受 信 す る （ス テ ップ S 7 9 ) 。

0 1 4

そ の 後 、 セ ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、外 部 サ

ー バ 7 0 0 に対 す る特 定 位 置 情報 の要 求 頻 度 を、事 象 情 報 の受 信 前

と同一 の要 求 頻 度 に変 更 す る （ス テ ップ S 8 0 ) 。 この た め に、 セ

ン夕 4 0 0 の 制 御 部 4 0 1 の C P U 4 1 4 は 、 注 意 喚 起 解 除 情 報 配

信 後 の外 部 サ ー バ に対 す る特 定 位 置 情 報 の要 求 頻 度 を、 事 象 情 報 取

得 前 に戻 す 機 能 を有 す る。 な お 、 ス テ ップ S 7 7 にお け る車 両 の判

別 及 び ス テ ップ S 7 8 にお け る注 意 喚 起 解 除 情 報 の配 信 は 、 ス テ ツ

プ S 7 3 にお け る車 両 の判 別 及 び ス テ ップ S 7 4 にお け る注 意 喚 起

情 報 の配 信 と同様 に行 わ れ る。

0 1 5

ス テ ップ S 6 9 にお いて特 定 位 置 情 報 が 同一 で あ る と判 断 した 場

合 、特 定 位 置 の事 象 が な くな って いな い と判 断 し、 ス テ ップ S 7 3

に進 む が 、 ス テ ップ S 7 3 及 び ス テ ップ S 7 4 を省 略 す る こ と もで

さ る。

0 1 6

本 実 施 の 形 態 に よれ ば、特 定 位 置 にお け る事 象 の状 況 に関 す る特

定 位 置 情 報 を記 憶 す るデ ー タベ ー ス が 構 築 され た外 部 サ ー バ に対 し

て 特 定 位 置 情 報 を要 求 し、外 部 サ ー バ に対 す る特 定 位 置 情 報 の要 求

頻 度 を、事 象 情 報 の受 信 後 に事 象 情 報 の受 信 前 よ り高 くす る。 した

が って 、特 定 位 置 にお け る事 象 の状 況 に関 す る特 定 位 置 情 報 の取 得

の必 要 性 が 高 くな る に従 って外 部 サ ー バ に対 す る特 定 位 置 情報 の要



求 頻 度 を高 くす る こ とが で き る。

0 1 7

また 、事 象 の 状 況 を車 両 に知 らせ るた め に情 報 を外 部 サ ー バ か ら

取 得 す る際 に事 象 が 存 在 しな い特 定 位 置 情 報 の要 求 頻 度 を高 くす る

必 要 が な い の で 、 事 象 の 状 況 を車 両 に知 らせ るた め に情 報 を外 部 サ

ー バ か ら取 得 す る際 の 負 荷 を軽 減 す る こ とが で き る。
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図 1 6 A 及 び 図 1 6 B は 、 シス テ ム 動 作 の他 の例 の フ ロー チ ヤ一

トで あ る。 な お 、 この フ ロー チ ャー トは、 車 両 1 0 0 — 1 , 1 0 0

- , . . . , 1 0 0 — n 側 で は 、 C P U 1 3 — 1 ， 3 1 等 で 実 行

され る プ ロ グ ラム によ って 制 御 され 、 セ ンタ 4 4 0 側 及 び外 部 サ ー

バ 6 0 0 ， 7 0 0 ， 8 0 0 側 で は 、 C P U 4 1 4 で 実 行 され る プ ロ

グ ラム に よ って 制御 され る。

0 1 9

図 1 6 A 及 び 図 1 6 B に示 す例 で は 、外 部 サ ー バ 6 0 0 ， 7 0 0

は 、 外 部 サ ー バ 6 0 0 ， 7 0 0 に事 象 情 報 が 存 在 す るか 否 か 判 断 し

、 （ス テ ッ プ S 8 1 ) 。 事 象 が存 在 す る と判 断 す る と、 事 象 情 報 を

セ ン夕 4 0 0 に 送 信 す る （ス テ ップ S 8 2 ) 。



請 求 項 1

車 両 の撮 像 部 で 撮 影 され た 画 像 を含 む 画 像 情 報 と、 車 両 の挙 動 に

関 す る車 両 情 報 と、気 象 情 報 の うち の 少 な く と も一 つ に基 づ い て 、

事 象 に対 す る注 意 を喚 起 す る注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す る情 報 配

信 装 置 で あ って 、 請

前 記 車 両 情 報 と前 記 気 象 情 報 の うち の 少 な く と も一 つ を取 得 す る

第 1 情 報 取 得 部 と、 の

前 記 第 1 情 報 取 得 部 が 取 得 した 前 記 車 両 情 報 と前 記 気 象 情 報 の う
範

ち の少 な く と も一 つ に基 づ いて 、 前 記 画 像 情 報 の送 信 を車 両 に対 し
囲

て 要 求 す るか 否 か を判 定 す る画 像 送 信 要 求 判 定 部 と、

前 記 画 像 送 信 要 求 判 定 部 が 前 記 画 像 情 報 の送 信 を要 求 す る と判 定

した 場 合 、 前 記 画 像 情 報 の送 信 要 求 を車 両 に対 して 出 力 す る 出 力部

と、

前 記 画 像 情 報 の送 信 要 求 に応 じた 車 両 か ら前 記 画 像 情 報 を取 得 す

る第 2 情 報 取 得 部 と、

前記 第 2 情 報 取 得 部 が 取 得 した 画 像 情 報 に基 づ いて 、 前 記 注 意 喚

起 情 報 を車 両 に配 信 す るか 否 か を判 定 す る注 意 喚 起 情 報 配 信 判 定 部

と、

前記 注 意 喚 起 情報 配 信 判 定 部 が 前 記 注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す

る と判 定 した 場 合 、 前 記 注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す る第 1 注 意 喚

起 情報 配 信 部 と、

を有 す る こ と を特 徴 とす る情報 配 信 装 置 。

請 求 項 2

前 記 第 1 情 報 取 得 部 が 取 得 した 前 記 車 両 情 報 に基 づ いて 、 前 記 注



意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す る第 2 注 意 喚 起 情 報 配 信 部 を更 に有 す る

請 求 項 1 に記 載 の 情 報 配 信 装 置 。

請 求 項 3

前 記 注 意 喚 起 情 報 配 信 判 定 部 が 前 記 注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 し

な い と判 定 した 場 合 、 前 記 注 意 喚 起 情 報 を車 両 に配 信 す る の を 中止

す る注 意 喚 起 情 報 配 信 中止 部 を更 に有 す る請 求 項 1 又 は 2 に記 載 の

情報 配 信 装 置 。

請 求 項 4

前 記 注 意 喚 起 情 報 を配 信 す べ き車 両 を、 前 記 車 両 情 報 の発 信 源 及

び 車 両 の位 置 に基 づ いて判 別 す る第 1 配 信 対 象 車 両 判 別 部 を更 に有

す る請 求 項 1 か ら 3 の うち の いず れ か 1 項 に記 載 の 情 報 配 信 装 置 。

請 求 項 5

前 記 注 意 喚 起 情 報 を配 信 す べ き車 両 を、 前 記 車 両 情 報 の発 信 源 及

び 車 両 の 走行 経 路 に基 づ いて 判 別 す る第 2 配 信 対 象 車 両 判 別 部 を更

に有 す る請 求 項 1 か ら 3 の うち の いず れ か 1 項 に記 載 の情 報 配 信 装

置 。

請 求 項 6

前 記 車 両 の走 行 経 路 に発 生 した事 象 を回 避 す るた め の 手 段 の有 無

を知 らせ る回避 情 報 を、 前 記 車 両位 置 情 報 及 び 前 記 走 行 経 路 情 報 に

基 づ いて 作 成 す る 回避 情 報 作 成 部 と、

前 記 回 避 情報 を車 両 に配 信 す る回 避 情 報 配 信 部 と、

を更 に有 す る請 求 項 5 に記 載 の情 報 配 信 装 置 。



請 求 項 7

外 部 サ ー バ に記 憶 され た特 定 位 置 にお け る事 象 の状 況 に関 す る特

定 位 置 情 報 を車 両 に配 信 す る情 報 配 信 装 置 で あ って 、

事 象 の発 生位 置 に関 す る事 象 情 報 を車 両 と外 部 サ ー バ の うち の少

な く と も一 方 か ら取 得 す る事 象 情 報 取 得 部 と、

前 記 事 象 情 報 取 得 部 で 取 得 した事 象 情 報 に含 まれ る事 象 の発 生位

置 に基 づ いて 、 前 記 外 部 サ ー バ に記 憶 され た 前 記 特 定 位 置 情 報 を取

得 す る特 定 位 置 情 報 取 得 部 と、

を有 し、

前 記 特 定 位 置 情 報 取 得 部 は 、 前 記 事 象 情 報 取 得 部 に よ る前 記 事 象

情 報 取 得 後 の 前 記 外 部 サ ーバ に対 す る特 定 位 置 情 報 の要 求 頻 度 を、

前 記 事 象 情 報 取 得 部 に よ る前 記 事 象 情 報 取 得 前 よ り高 くす る こ と を

特 徴 とす る情 報 配 信 装 置 。

請 求 項 8

前 記 特 定 位 置 情 報 を記 憶 す る記 憶 部 と、

前 記 外 部 サ ー バ か ら受 信 した 前 記 特 定 位 置 情 報 と前 記 記 憶 部 に記

憶 され て い る前 記 特 定 位 置 情 報 と を比 較 し、 前 記 外 部 サ ー バ か ら受

信 した 前 記 特 定 位 置 情 報 が 前 記 記 憶 部 に記 憶 され て い る前 記 特 定 位

置 情 報 と異 な る場 合 、 前 記特 定 位 置 情 報 を更 新 す る更 新 部 を更 に有

す る請 求 項 7 に記 載 の情 報 配 信 装 置 。

請 求 項 9

前 記 特 定 位 置 に事 象 が あ るか 否 か を前 記 特 定 位 置 情 報 に基 づ いて

判 断 す る事 象 判 断 部 と、

前 記 特 定 位 置 に事 象 が な い と判 断 した 場 合 、事 象 に対 す る注 意 の

喚 起 を解 除 す る注 意 喚 起 解 除 情報 を配 信 す べ き車 両 を判 別 し、 当該



車 両 に前 記 注 意 喚 起 解 除 情 報 を配 信 す る注 意 喚 起 解 除 情 報 配 信 部 と

を更 に有 す る請 求 項 8 に記 載 の情 報 配 信 装 置 。

請 求 項 1 0

前 記 特 定 位 置 情 報 取 得 部 は、 前 記 注 意 喚 起 解 除 情報 配 信 部 に よ る

前 記 注 意 喚 起 解 除 情報 配 信 後 の 前 記 外 部 サ ー バ に対 す る特 定 位 置 情

報 の要 求 頻 度 を、 前 記 事 象 情 報 取 得 部 に よ る前 記 事 象 情 報 取 得 前 に

戻 す 請 求 項 9 に記 載 の情 報 配 信 装 置 。

請 求 項 1 1

前 記 特 定 位 置 に事 象 が あ るか 否 か を前 記 特 定 位 置 情 報 に基 づ いて

判 断 す る事 象 判 断 部 と、

前 記 特 定 位 置 に事 象 が あ る と判 断 した 場 合 、事 象 に対 す る注 意 を

喚 起 す る注 意 喚 起 情 報 を配 信 す べ き車 両 を判 別 し、 当該 車 両 に前 記

注 意 喚 起 情 報 を配 信 す る注 意 喚 起 情 報 配 信 部 と、

を更 に有 す る請 求 項 8 に記 載 の情 報 配 信 装 置 。
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